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役立つ喜びを胸に、新しい価値を創造する。

わたしたちHondaは、自転車用の補助エンジンからスタートしました。
戦後の劣悪な交通環境の中で
人々の足となり運搬道具となる自転車にエンジンをつければ、
みんながどれほど楽になるか、喜ぶだろうか。
そうした思いから、創業者・本田宗一郎が発案したと伝えられています。

あれから70有余年、社会も環境もテクノロジーも大きく変わりました。
しかしわたしたちの思いは、補助エンジンを売り出した当時となにひとつ変わりません。
優れた技術と商品で、誰かを喜ばせたい、世の中の役に立ちたい―。
Hondaの原点であり不変の志です。

わたしたちはいま、2030年ビジョンとして、
「すべての人に“生活の可能性が拡がる喜び”を提供する」ことを掲げ、
Hondaならではの新価値創造に取り組んでいます。
そこから生み出された新型フィットは、
これまで以上に人に身近なパートナーとして
お客様の生活の可能性を大きく広げることと確信しています。
役に立ちたいという思い、そして、役立つことの喜びを胸に作り上げた新型フィットが
多くのお客様に笑顔をもたらすことを願って、ここに送り出します。
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はじめに



使う方の心を満たす、数値では語れない価値。
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開発にあたって

「わたしの課題は技術じゃないですよ
どういうものが人に好かれるか、という研究をしています」

わたしは、創業者のこの言葉が好きです。
開発に行き詰まったり迷いが生じたりしたとき、めざすべきゴールを指し示してくれる。
わたしにとって、まさに商品開発のよりどころです。

2001年に誕生したフィットは、圧倒的な広さと使いやすさ、そして燃費のよさによって
コンパクトカーに革新をもたらし、多くのお客様に支持されながら代を重ねてきました。
3代目では、フィット史上最大の室内空間と国内最高※の低燃費を達成し、
コンパクトカーの価値と魅力を最大限に高めたと自負しています。
そしてそれは、フィットを新たなチャレンジへと向かわせるきっかけとなりました。
機能・性能を最高レベルに到達させたクルマがめざすべき、それ以上の価値とは何なのか。

考えを巡らせるうち、ふと思い浮かんだものがホテルのタオルです。
シンプルなデザインに、ほどよい柔らかさと豊かな吸水性を備え、得も言われぬ心地よさがある。
普段使いのタオルをホテル仕様に替えるだけで、暮らしの質が高まったようにさえ感じられます。
お客様の日常に、そうした心地よさや幸福感を提供したい。
それこそが、「人に好かれるものを研究する」ということだと考えました。

わたしたちは、歴代が築き上げた最高レベルの機能・性能のうえに、
「心地よさ」という数値では語れない価値を加えることで、
人々にもっともっとたくさんの笑顔を提供したいと願って、新型フィットを開発しました。

※　Honda調べ（2013年8月時点）。HYBRID（FF）の国土交通省審査値（JC08モード）による。プラグインハイブリッド車は除く。

新型フィット 開発責任者
田中 健樹 （たなか たけき）
（株）本田技術研究所 主任研究員
1993年、(株)本田技術研究所入
社。初代インサイトのアルミボディー
設計等を経て、3代目フィットのプラッ
トフォーム開発から携わり、車体設
計LPL代行を担当。新型フィットで
は初期から開発責任者を務める。
趣味はオートバイのレースやツー
リング、プラモデル制作。愛車は
N-VANと5台のオートバイ。



用に優れ心地よさを極めることで
人の心を満たす美しさをも宿した世界で唯一のコンパクトカー

用の美・スモール

用の美
機能を映す

無駄のない美しさ用日常で役に立つ
本質機能

心地よい体験

使える機能

機能と心地よさを無駄のない美しさで包み込む、「用の美」に通じる新たなスモールカーの創造。
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コンセプト

数値で評価されることが多い機能と、数値では語れない心地よさ。
それらを高い次元で融合させたクルマを
どのように実現するかが開発の最大の課題でした。
そんな中でヒントとなったのが、
大正末期の民藝運動から生まれた「用の美」という言葉です。
この運動では、「生活に根ざした民藝（民衆的工芸）には、
用に則した『健全な美』が宿っている」とし、
「物質的な豊かさだけでなく、より良い生活とは何かを追求した」といいます。
そこから生まれた「用の美」という言葉を、わたしたちは、
「用（機能）に優れ心地よさを極めた日常の道具には、
人の心を満たす美しさが宿る」と翻訳し
「用の美・スモール」を新型フィットの開発コンセプトに策定。
歴代フィットが培ってきた「使える機能」を進化させながら
「心地よい体験」という価値を加え、
それらを「用の美」に通じる無駄のない美しさで包み込んだ
新たなスモールカー像をめざしました。



4つの“心地よさ”を、用の美デザインで包み込みました。
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ダイジェスト

用の美デザイン …P5
● 日常に最も心地よいパートナー
● 親しみを感じさせるフロントビュー
● 塊そのものの造形美を強調するサイドビュー
● 低重心で安心感のあるリアビュー
● 乗員みんなの快適空間

心地よい視界であること …P9
● ワイドでスッキリした視界
● ノイズレスインテリア

座り心地がよいこと …P11
● ボディースタビライジングシート
● コンフォートリアシート

乗り心地がよいこと …P14
● 2モーターハイブリッドシステム「e:HEV」
● 1.3L アトキンソンサイクル DOHC i-VTECエンジン + 新開発CVT
● ビスカスカップリング式4WD
● 軽量高剛性ボディー
● サスペンション / ステアリングシステム
● 静粛性

使い心地がよいこと …P21
● 使い心地を最優先に考えた収納レイアウト
● フレキシブルアタッチメントテーブル
● 多彩なシートアレンジ
● 日常の使いやすさを高めた荷室
● 充電環境 / 運転支援機能
● Honda CONNECT

● Honda SENSING
● 衝突安全

安心・安全 …P24 タイプバリエーション …P27
主要装備            …P31
主要諸元 / 環境性能 …P32

新型フィットが最も大切にしたのは、乗る人使う人の“心地
よさ”。驚くほどの爽快な視界や上級セダン並のシート、
2モーターハイブリッドシステムのもたらすなめらかな走り
など、“心地よさ”をもたらすアイデアと技術を大胆に採用
し、それらを用の美に通じるデザインで包み込みました。



暮らしに身近なクルマだからこそ、日常に最も心地よいパートナーでありたい。
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用の美デザイン  ①

エクステリアデザインの開発で最初に考えたことは「人とクルマの関係性」でした。さまざま
なクルマの中でも、コンパクトカーは、日々の買い物から週末の旅行までを共にする暮らしに
身近な乗り物です。そうした、人に近しいクルマの在るべき姿を追求し、コンセプトを

「日常に最も心地よいパートナー」に設定。「親しみ」、「安心感」、「走り」をキーワードに、
どなたからも愛されるデザインをめざしました。

○親しみ
クルマ全体にわたるシームレスなサーフェスと、シンプルであり
ながらぬくもりを感じさせるフロントフェイスによって思わず
触れたくなるような親しみやすさを表現しました。

○安心感
歴代フィットから受け継ぐモノフォルムを、塊感の強い台形で
表現。車内からも車外からも「包まれている安心」が感じられる
造形としました。

○走り
フロントピラーからルーフへのつながりを流れるような前傾
ラインで構成。フェンダーはなめらかな面質としながらもしっ
かりと張り出させました。これらにより、造形そのもので前進感
や躍動感を表現しています。

シームレスなサーフェスと
ぬくもりがあるフロントフェイス

親しみ
車内からも車外からも
包まれ感のある骨格・塊感

安心感
心地よい走りを表現する
モノフォルムとフェンダー

走り



ポジションランプ

フルLEDヘッドライト ハロゲンヘッドライト

フルLEDヘッドライト（ハイブリッド車、BASICを除くガソリン車） ハロゲンヘッドライト（ガソリン車BASIC）

ターンランプ 

ハイ/ロービーム 

LEDデイタイムランニングランプ

LEDターンランプ + LEDデイタイムランニングランプ

ハイ/ロービーム + LEDデイタイムランニングランプ

■点灯パターン説明図

塊そのものの造形美とぬくもりを感じさせる表情で、一緒にいたくなる安心感と親近感を表現。
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用の美デザイン  ②

フロントデザインでは、心から「親しみ」を感じていただける表情を追求しました。存在感のあるグリルを
廃することでフロント全体にシンプルでおだやかな印象を与え、そのうえで、やさしいまなざしを思わせる
ヘッドライトを採用。1つひとつのパーツを、全体バランスを重視しながら入念にデザイン・配置すること
で、親しみを超え信頼までも感じられるフロントフェイスを完成させました。

■親しみを感じさせるフロントビュー
●おだやかな印象のグリルレスフロントフェイス（CROSSTAR除く）
親しみやすい表情をめざす中で生まれた特徴的
なアイデアがグリルレスフロントフェイスです。
存在感のあるグリルをなくすことでフロント全
体の印象をよりおだやかに表現しました。

●やさしいまなざしを思わせるヘッドライト
人間の目に相当するヘッドライトは、クルマの印象を左右する重要な部分です。新型フィットでは、つぶらな
瞳を思わせるヘッドライトを採用し親しみやすさを強調しました。
フルLEDヘッドライトは、プロジェクタータイプを採用したうえでハウジングをブラックアウトし、瞳のイメー
ジを強調。デイタイムランニングランプとターンランプを、あたかも人の目を縁取ったかのように配置しまし
た。デイタイムランニングランプは笑顔を彷彿とさ
せるやさしい印象を、ターンランプはまばたきに
も似た表情を醸し出します。ハロゲンタイプは、フ
ルLEDタイプと共通イメージのデザインで親しみ
を感じさせる光り方としました。



テールランプ＋ターンランプ

テールランプ＋バックランプ

テールランプ 

テールランプ＋ストップランプ

■点灯パターン説明図

ハイブリッド車 ガゾリン車

テールランプ＋ターンランプ

テールランプ＋バックランプ

テールランプ 

テールランプ＋ストップランプ
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用の美デザイン  ③

サイドのデザインでは、キャラクターラインを初めとするデザイン要素を限界まで減らすことで、塊そのも
のの造形美を率直に表現しました。フロントピラーからルーフエンドまでの流麗なラインを、角度と幅を
吟味したリアピラーでしっかりと受け止め、豊かに張り出させたリアフェンダーへとつなげることで、躍動感
と安定感を強めました。テールゲートは、従来モデルに対し前傾させることで、塊感を強調しながら軽快な
印象を与えました。

■塊そのものの造形美を強調するサイドビュー

塊感の強い台形フォルムをベースに、横基調のリアコンビネーションランプを低い位置で車幅いっぱいに
配置し、厚みを持たせたバンパーとともにどっしりとした低重心イメージを創出しました。リアウインドウや
リアコンビネーションランプを、ボディーパネルとの段差が少ないシームレス表現とすることで塊感をさら
に強調。安定感と安心感に満ちたリアビューを実現しています。

■低重心で安心感のあるリアビュー
●リアコンビネーションランプ
横基調のデザインとし、低く配置することでワイド感と低重心イメージを強調。バックランプとターンランプの
ハウジングをブラックアウトすることで奥行きを与え上質感を高めました。ハイブリッド車は、テールランプを
フロントのデイタイムランニングランプと共通イメージとし上質
感をさらに際立たせています。



日常の移動を心地よい時間に変える、乗員みんなの快適空間。

8

用の美デザイン  ④

通勤、買い物、お子様の送り迎えなどに活躍するコンパクトカーは、日常にとても身近な
存在。ですからHondaは、そこで過ごす時間をもっともっと快適にしたいと考えました。
そんなシンプルな思いから導いたのが、いっけんクルマとはかけ離れた「アイランド
キッチン」というデザインコンセプトです。つくる人も待つ人も、時間と空間を共有し“料理”

という同じ楽しみで結ばれる。アイランドキッチンさながらに、みんなが集い豊かなコミュニ
ケーションが生まれる空間を、新型フィットにもたらしたいと考えました。この考え方は、
新型フィットの4つの“心地よさ”を実現するうえで、大きな役割を果たしています。

○明るく
パノラマ視界を引き立てるインパネデザインや、後席乗員の視界
に配慮したフロントシートなどにより、乗員みんなが明るく爽快
に過ごせるインテリア空間をめざしました。

○楽しく
運転ストレスを軽減するシンプルで見やすいインターフェイス
や、リビングテーブルを思わせるフレキシブルアタッチメント
テーブルなどにより、豊かなコミュニケーションを後押しする
環境づくりを行いました。

○気持ちよく
上級クラス並の快適な座り心地を実現したフロントシート・リア
シートに加え、使用動線に配慮した収納レイアウトなどにより、
乗員みんなが気持ちよく過ごせる工夫を随所に施しました。

乗員みんなが爽快に過ごせる
明るいインテリア空間

明るく
運転ストレスを軽減し

豊かなコミュニケーションを
後押しする環境

楽しく
乗員みんなが気持ちよく過ごせる
快適シートと使いやすい収納

気持ちよく



従来モデル 新型フィット

■右折時視界比較イメージ図

55
m
m

フロント
ウインドウ

三角窓

■フロントピラー断面比較イメージ図

従来モデル 新型フィット
フロント
ウインドウFRONT

三角窓

116
m
m

FRONT

ワイドでスッキリした視界がもたらす心地よさと安心感。
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心地よい視界であること  ①

極細フロントピラーをはじめ、視覚的なノイズの少ないインパネや車内から見えにくい
ヒドゥンワイパーなどにより、抜けるように心地よい視界を実現。圧倒的な見晴らしのよさ
に加え、右左折時の安全確認もしやすく毎日の安心感を高めます。

●右左折時の優れた視認性を実現 
フロントピラーの極細化とともに三角窓の面積
を拡大。右左折での安全確認時に視線が途切れ
にくく視認性を向上させています。

●極細化を実現した閉断面レスピラー構造
フロントピラーは鋼管のような閉断面構造とすることが一般的です。新型フィットでは「L」字などの開断
面鋼板を巧みに組み合わせて構成。閉断面レスでありながらも必要な剛性強度を効率的に満たし極細化
を実現しました。さらに室
内側をブラックアウトする
ことで、ほとんど存在を感じ
させないフロントピラーと
しました。

フロントピラーを極細化することで存在を感じにくくし、実質的な水平視野角をフロントサポートピラー間に
拡大。ワイドで心地よい視界を実現しました。

■ワイドで心地よい視界

従来モデル 新型フィット

※　水平視野角は日本人男性の平均的アイポイント高でのHonda測定値。

約90°約90°

フロント
サポートピラー間水平視野角フロント
サポートピラー間水平視野角フロントピラー間水平視野角フロントピラー間水平視野角

約69°



水平基調
を引き立てる

足元の爽快さを
演出

足元の爽快さを
演出

水平基調
を引き立てる

■2本スポークステアリングホイールイメージ図
（ステアリングスイッチはハイブリッド車）

オートライトセンサーオートライトセンサー

フラットインパネフラットインパネ
水平水平

直線直線

心地よい視界を引き立てるノイズレスインテリア。
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心地よい視界であること  ②

抜けるような心地よい視界をさらに引き立てるために、 視覚的なノイズとなる凹凸や
分割線などを徹底的に削減しました。インストルメントパネルは、メーターパネルの上
下寸法短縮とバイザーレス化によって上面のフラット化を実現。フィット初となる

2本スポークステアリングホイールや、情報を絞り込んだシンプルなメーター表示など
によって、爽快で運転のしやすい環境を創出しました。

視覚的なノイズを最小限に抑えるとともに、各部を水平・直線基調とすることで車両感覚や自車の向きを
把握しやすくしました。インストルメントパネルは、上面をフラット化し、フロントウインドウとの合わせを
水平基調に設計。さらに、オート
ライトセンサーを左右センター
に配置することで、車幅や車両
中心をつかみやすくしました。
また、三角窓との合わせを直線
基調とすることで自車進行方
向も把握しやすくしています。
これらにより、通常走行時はも
ちろん、特に縦列駐車の幅寄せ
時などで高い安心感を提供し
ます。

■爽快で車両感覚もつかみやすい運転席まわり
Hondaのコンパクトクラスとして初めて、7インチフルカラー液晶パネルを採用したメーターを全タイプ
に標準装備しました。多くの機能を備える一方、液晶ならではの表現力を生かし必要最小限の情報に絞り
込んだシンプルな表示を採用するなど、見やすさわかりやすさを徹底的に追求しました。また、反射防止
加工やメーター角度の最適化によって見やすさを確保することでバイザーレス化を可能とし、メーター内部
構造の小型化とあわせてインパネ上面のフラット化に貢献しています。

■シンプルで見やすい、バイザーレスメーター

●シンプルコンテンツ
速度とシフトポジション、現在時刻と外気温を表示。必要
十分な情報のみを見やすくわかりやすく伝えます。

●エネルギーフロー（ハイブリッド車）
バッテリーからモーターへの電力供給や減速時の電力
回生など、ハイブリッド車ならではのエネルギーフローを
視覚的に表示します。

●Honda SENSING使用時
各機能の作動状況をわかりやすく表示します。灯体類
は自車と連動して点灯。衝突軽減ブレーキ作動時にも、
ブレーキランプの点灯状況を確認できます。

2本スポークタイプのステアリングホイールを採用。エアバッグモ
ジュールの小型化によりセンターパッドも小さくしました。水平基調
を引き立てるとともに、足元の視覚的な爽快感も高めています。

■爽快感を高める2本スポークステアリングホイール



パッド厚 従来+30mm

従来フレーム 新世代フレーム

インナー
フレーム

樹脂製
マット
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座り心地がよいこと  ①

めざしたものは、座った瞬間にわかる心地よさと、シンプルで上質な飽きのこないデザイン、
そして、車内の会話をはずませる開放感でした。前席には、背中からお尻にかけしっかりと支
えながら、包み込むようなやらわらかさを実現したボディースタビライジングシートを採用。

後席はクッション厚アップや前席下への足入れ性向上などにより、長距離ドライブでも
疲れにくい快適な座り心地を実現しています。

やわらかな座り心地がもたらす、乗員みんなの快適。

上級セダンまでを見据えて開発した新世代シートフレームを採用。体圧を面で受け止めることで乗員を
しっかりと支えます。座面パッドは従来モデルに対し30mm以上厚くするとともにパッドの硬度を下げる
ことでソフトな着座感を実現。優れたホールド性とやわらかな座り心地を高い次元で両立させました。

■新世代フレームを初採用。ホールド性と座り心地を高い次元で両立させた
　   ボディースタビライジングシート

●身体をしっかり保持する
　新世代シートフレーム（面支持構造）
骨盤から腰椎までを樹脂製マットで支える
面支持構造をHondaとして初めて採用。
均一感やしっかり感の高い着座フィーリ
ングをもたらしました。さらに、座面にイン
ナーフレームを施すことで臀部を包み込
むように保持し、ドライブ中のさまざまな
Gに対して、臀部のずれや姿勢変化の少
ないホールド性を実現。安心感があり、長
時間ドライブでも疲れにくいフロントシー
トを完成させました。

●着座した瞬間にわかるやわらかな座り心地
座面マットを中央がくぼんだパン形状とすることで、
パッドを従来モデルに対し30mm以上厚くしました。
安心感の高い面支持構造と厚いパッドの豊かなたわ
みがあいまって、着座した瞬間にわかるやわらかな座
り心地を実現しています。



18mm

97mm97mm

3.5°

従来モデル
新型フィット

■インストルメントパネル断面比較図

従来モデル
新型フィット

足首角度
最適化

■ペダル配置比較図

   27゜

   25゜

14mm

従来モデル
新型フィット

調整範囲

■ステアリングホイール配置比較図

■ソフトパッド配置図（HOME、NESS、LUXE、CROSSTAR）
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座り心地がよいこと  ②

内部に配置する部品の小型化や配置の見直しによって、インストルメントパネルを薄型化。これにより助
手席のひざまわり空間を拡大しました。

■広々とした助手席空間

フロントシートの背もたれ形状を、ホールド性を確保
したうえでショルダー部分をなだらかにし、前席と後
席の空間的な一体感を向上。会話のしやすさや後席
乗員の視覚的な爽快感を高めました。

■前後席間の会話をうながし後席の爽快感にも寄与する背もたれ形状

乗る方が触れやすい箇所に、やわらかな触感が魅力
のソフトパッドを配置しました。全タイプのドアライ
ニングにソフトパッドを採用。ドアアームレスト、ニー
パッド、インストルメントパネルにもぜいたくに施しま
した（BASIC除く）。やわらかなシートとあいまって快
適な移動空間を提供します。

■快適性をさらに高めるソフトパッド
●ペダル足首角度の最適化 （ハイブリッド車）
人間工学における足首可動範囲の研究成果に基づき、従来
モデルに対しブレーキペダルの位置を下げるとともに角度を
最適化。アクセルペダルとの踏み替えをよりラクにしました。

■人間工学に基づく心地よい運転姿勢
●ステアリングホイールの配置と調整範囲の最適化
ステアリングホイールを従来モデルに対しやや起こし、チルト＆
テレスコピックの調整範囲をドライバー側に近づけることで、さ
まざまな体格のドライバーに最適なステアリングホイール配置
となるようにしました。



■座り心地比較イメージ図

パッド厚 従来+24mm

た
わ
み
量

パッド厚
厚

大

Goo
d

新型フィット 

従来モデル 従来モデル 

シビック アコード

ヒンジを外側に設定し
パッドの面積と厚みを拡大

上級セダン同等の
背もたれ角度
上級セダン同等の
背もたれ角度
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座り心地がよいこと  ③

コンパクトカーでありながら大人がストレスなく座れる後席は、フィットが初代から受け継ぐ大きな魅力
のひとつ。新型フィットでは、座面パッドの面積拡大と厚型化、背もたれ角度の最適化、さらに足元空間の
拡大などにより、ダイブダウン＆チップアップの使いやすさをそのままに、フィット史上最高となる上級セ
ダン並の快適な座り心地を実現しました。

■フィットならではの使いやすさをそのままに
　 上級セダン並の座り心地を実現したコンフォートリアシート

●厚みのあるやわらかなパッドで快適な座り心地を実現
内部のダイブダウン用ヒンジを外側に設定することで、従来モデルに対し座面パッドの面積拡大と
24mmの厚型化を実現。パッドの硬度を下げることでやわらかな座り心地を獲得しました。また、土手部
に厚みを持たせ上体の安定感を高めています。

足入れ性
向上
足入れ性
向上

レッグルーム
拡大
レッグルーム
拡大●従来以上に快適な着座姿勢

従来モデルに対し、レッグルーム（足元まわりの広さ）を拡大す
るとともに、前席下への足入れ性を向上。背もたれ角度を上級
セダン同等とし、座面の角度も最適化しました。従来以上に
快適な着座姿勢を実現しています。



エンジンは
停止

エンジン

クラッチ

発電用
モーター

走行用
モーター

バッテリー

車輪

発電用
モーター

走行用
モーター

バッテリー

車輪
クラッチ

エンジン エンジン

クラッチ

発電用
モーター

走行用
モーター

バッテリー

車輪

クラッチが
直結

モーター走行 モーター
走行

発進 市街地走行 強い加速 減速

モーター走行

パワフルな発進・加速

モーター走行エンジン
走行

エンジン走行
のほうが高効率

モーター+エンジン走行

高速走行

高速クルーズ

モーター走行

コンパクトカーに革新。なめらかで心地よい走りを低燃費で実現する2モーターハイブリッドシステム。
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乗り心地がよいこと  ①

新型フィットがめざしたものは、いつまでも乗っていたくなる走り心地。伸びるように
爽快な加速と静粛性を身に付けるため、Hondaのコンパクトカーとして初めて独自の

2モーターハイブリッドシステムを搭載しました。日常シーンのほとんどをモーターで
走行し、優れた燃費を実現しながら走る楽しさをも提供します。

エンジンで発電しモーターで走行するシリーズ式の「ハイブリッドドライブ」を基本とし、バッテリー電力
のみで走行する「EVドライブ」や、エンジンで直接タイヤを駆動する「エンジンドライブ」など、さまざまな
ドライブモードを状況に応じて最適に使い分け、あらゆるシーンで高効率な走行を実現します。

■モーター走行を中心に、さまざまなドライブモードを最適に使い分ける「e:HEV」
走行状況に応じてドライブモードを使い分ける「e:HEV」は、電気エネルギーやエンジン動力を最も効率
よく使うことができる高効率なハイブリッドシステムです。

■モーターとエンジン、それぞれの長所を高次元で融合させた「e:HEV」

2モーターハイブリッドシステム

バッテリーに蓄えられた電力のみで走
行用モーターを駆動。ガソリンを使わ
ずに電気自動車として走行します。

高負荷走行時やバッテリー残量が少
ないときには、エンジンで発電用モー
ターを駆動し発電。その電力を走行用
モーターへ供給しシリーズ式のハイブ
リッド車として走行します。

高速クルージングなど、モーターより
もエンジンで走行したほうが効率が
よい場合、クラッチによってエンジン
出力軸とタイヤ駆動軸を直結しガソ
リンエンジン車として走行します。

● EVドライブモード ● ハイブリッドドライブモード※ ● エンジンドライブモード※

※　走行状況に応じて、発電した電力の一部をバッテリーに供給する走行充電や、バッテリー電力とモーターによる走行アシストを行います。

機械的な伝達 電気的な伝達

●「e:HEV」
日常シーンのほとんどをモーターで走行。高速クルー
ジングなどモーターよりもエンジンのほうが効率が
よい領域はエンジンで走行し、あらゆる領域で優れ
た燃費性能を発揮。

●一般的なシリーズ・パラレル方式
エンジンとモーターの割合を状況に応じて変化させる
ため複雑な機構が必要。その分、機械的伝達と電気的
伝達の両方でロスが発生。

●一般的なシリーズ方式
つねにエンジン動力で発電しモーターで走行。高速
クルージングでは、負荷が低いにもかかわらずモー
ターを高回転で回す必要があるため、エンジンの発電
量を増やさなければならず非効率。

「e:HEV」の代表的なドライブモード
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乗り心地がよいこと  ②

Hondaが得意とする高精度バルブコントロール技術によって走りと燃費を高次
元で両立させたガソリンエンジン。VTEC※2と電動VTC※3により、VTCのみのア
トキンソンサイクルより広範囲のバルブ制御を実現します。燃焼高速化やフリク
ション低減の徹底で40％以上の最大熱効率を達成し優れた燃費性能を発揮。

インテリジェントパワーユニット（IPU）

パワーコントロールユニット（PCU）

1.5L アトキンソンサイクル DOHC i-VTECエンジン

2モーター内蔵電気式CVT
バッテリー電流を直流から交流へ変換
するパワードライブユニット（PDU）や、
電圧を走行用モーターの要求電圧に昇
圧するボルテージコントロールユニット
（VCU）などにより2つのモーターをコン
トロールします。新型フィットでは、小型
化と高効率化を徹底し、従来の荷室床
下配置からエンジンルーム内への移設
を実現しました。

小型・高出力密度のリチウムイオンバッ
テリーと制御用ECUなどを一体化した
電源ユニット。新型フィットでは、従来モ
デルに対し小型化しながら大幅な高出
力化を達成。心地よい走りと優れた燃費
をもたらすとともに、荷室アンダーボック
スの容量拡大にも貢献しています。

発電用と走行用の2つのモーターとエンジン直結クラッチを搭載。2つのモーターが、
エンジン出力を効率よく電気エネルギーに変換し、タイヤの駆動やバッテリーへの供
給を行うほか、減速エネルギーの電力回生も担います。新型フィットでは、コンパクト
クラス用の小型高性能モーターを新たに開発。従来2モーターハイブリッドシステム
のモーターに対し大幅に小型化しながら2.4L自然吸気エンジンを上まわる大トルク※1
を実現し、アクセルオンの瞬間から力強くなめらかな走りを提供します。

新型フィットが搭載する2モーターハイブリッドシステムは、これまでミドルクラス以上に採用してきたシステムを基
本に開発。モーターをはじめとする高電圧デバイスを小型化したうえで効率的に配置し、フィットならではのワン
モーションフォルムと広 と々した室内空間を受け継ぎながら高性能ハイブリッドシステムの搭載を実現しました。

■システム概要

最高出力 80kW［109PS］/3,500-8,000rpm
最大トルク 253N･m［25.8kgf･m］/0-3,000rpm

最高出力

走行用モーター

エンジン 72kW［98PS］/5,600-6,400rpm
最大トルク 127N･m［13.0kgf･m］/4,500-5,000rpm

38.6km/L

 燃料消費率（国土交通省審査値）※4  e:HEV BASIC（FF）※5

29.4km/L
市街地モード※6 30.2km/L
郊外モード※6 32.4km/L
高速道路モード※6 27.4km/L

※6

※4　燃料消費率は定められた試験条件での値です。使用環境（気象、渋滞等）や運転方法（急発進、エアコン使用等）に応じて燃料消費率は異なります。　　※5　装着するメーカーオプションによって燃料消費率は異なる場合があります。
※6　WLTCモード：市街地、郊外、高速道路の各走行モードを平均的な使用時間配分で構成した国際的な走行モード。　市街地モード：信号や渋滞等の影響を受ける比較的低速な走行を想定。

郊外モード：信号や渋滞等の影響をあまり受けない走行を想定。　高速道路モード：高速道路等での走行を想定。

2モーターハイブリッドシステム

――――機械的なエネルギー
電気的なエネルギー

PCU

IPU

エンジン直結クラッチ

エンジン出力

車
輪

走行用
モーター
走行用
モーター

発電用
モーター
発電用
モーター

EVドライブ / 減速回生　――――
IPUに蓄えられた電気エネルギーをPCUが適切な電
流・電圧に変換し走行用モーターを駆動。減速時はタ
イヤの回転力で走行用モーターを回転させ発電し、
PCUが適切な電流・電圧に変換しIPUに蓄電。

ハイブリッドドライブ　――――
エンジン出力で発電用モーターが発電。PCUが適切な
電流・電圧に変換し走行用モーターを駆動。エンジン
の出力軸とタイヤの駆動軸が切り離されているため、速
度や負荷にかかわらずエンジンの最も高効率な領域を
使って発電できます。

エンジンドライブ　――――
エンジン直結クラッチを締結。エンジン出力を直接タイ
ヤの駆動軸に伝達し走行。アトキンソンサイクルによる
高効率燃焼とクルージングに最適なギアレシオで低燃
費走行します。

■エネルギーフロー説明図

※1　HondaのL4 2.4L自然吸気エンジンとの比較。Honda調べ。
※2　可変バルブタイミング・リフト機構。
※3　連続可変バルブタイミング・コントロール機構。



水冷システムを採用

パワー半導体数を半減
放熱性に優れたRC-IGBT（逆導通型トランジスタ）を採用
しパワー半導体数を半減させ大幅な小型化を実現。

VCUを内蔵
172Vのバッテリー電圧をモーターの要求に応じて最大
570Vに昇圧するVCUをコンパクトに内蔵。

12V DC-DCコンバーターを内蔵
バッテリー電圧をエアコンなどの駆動に用いる12Vに
降圧する12V DC-DCコンバーターをコンパクトに内蔵。

有段トランスミッションのような動きを実現

FRONT

小型化

新型IPU従来IPU

インサイト比▲12％以上新開発小型高性能モーター

20％
以上

20％以上

新型フィット従来（インサイト）

走行用
モーター
走行用
モーター

走行用
モーター
走行用
モーター

発電用
モーター
発電用
モーター

発電用
モーター
発電用
モーター

エンジン回転

エ
ン
ジ
ン
ト
ル
ク

等出力線 上限トルク

ボトムトレース
動作線

新型フィット:トルクを上限まで使い切る制御

従来車両:ボトムトレース動作線に合わせた制御

エ
ン
ジ
ン
回
転
数

新型フィット
車速に連動した
エンジン回転数

従来車両
ある程度の車速
に達すると一定

時間

エ
ン
ジ
ン
回
転
数

エ
ン
ジ
ン
ト
ル
ク

上限トルク

ボトムトレース動作線

新型フィット:トルクを高めることで回転数を抑制

従来車両:回転数を上げることで出力を確保

車速
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●2倍以上の出力密度を達成した
　インテリジェントパワーユニット（IPU）
新型のリチウムイオンバッテリーセルを採用し、セル
数を従来モデルと同じ48としながら最高出力を62％
向上。冷却システムや制御用ECUなどをコンパクトに
レイアウトすることで、重量と容積を従来モデルに対
し約25％削減しました。これらにより、従来モデルに
対し2倍以上の重量当たり出力密度を達成しました。

●大幅な小型化を実現した
　パワーコントロールユニット（PCU）
2モーターハイブリッドシステムの採用に合わせて、
小型化と高効率化を徹底しました。主要デバイスの
小型化などにより、フィットとして新たな採用となる
VCUや、従来モデルでは別体であった12V DC-DC
コンバーターを内蔵しながら、容積を従来モデルに対
し10％削減。従来の荷室床下配置からエンジンルーム
内への移設を実現しました。

●優れた熱効率のみならず静粛性も高めた1.5L アトキンソンサイクル DOHC i-VTEC エンジン
従来の2モーターハイブリッドシステム用エンジンに対し、チェーンケースへのインシュレーター
適用などによりエンジン放射音を発生源から抑制。電動VTCの最適制御により始動時の振動
を低減しました。アイドリングストップからの復帰時にもなめらかにエンジンを再始動します。
また、排出ガス浄化装置に新型触媒を採用。従来同等以上のクリーン性能を確保しながら貴
金属使用量を約30%削減しました。

●大幅な省スペース化を達成したパワーユニットレイアウト
モーターの小型化に加え、インテークマニホールドを新設計しその上部にエアクリーナーを搭載するなど各コン
ポーネントを効率よくレイアウト。補機類を含めたサイズを従来の2モーターハイブリッドシステムに対し、幅方向、
前後方向ともに20％以上短縮することで、新型フィットのコンパクトなエンジンルームへの搭載を可能としました。

●小型化しながら大トルクを実現した
　新開発モーター
ローター（回転子）の磁力強化とステーター（固定子）の耐電圧
性向上により、従来2モーターハイブリッドシステムのモーター
に対し幅方向を12％以上短縮しながら、最高出力80kW、最大
トルク253N･mを発生し、力強くなめらかな走りを提供します。

● 高性能磁石採用 新設計ローター
ローターに微細な磁性粒子を用いた高性能永
久磁石を採用。熱によって磁力が損なわれる現
象（減磁）を抑制し高トルク化を達成しました。 
また、新開発の樹脂を採用することでローター
内の磁路を最適化し磁束密度を向上。これらに
より高回転・高出力を実現しました。

● 高耐電圧皮膜採用 　　　　
　新設計ステーター
ステーターに空孔PI巻線を採用。樹脂
製絶縁被膜に微細な空孔を設けること
で、従来ステーター巻線に対し薄膜化
しながら高い耐電圧性を獲得し高回
転・高出力を実現しました。

● スイッチング損失の削減
モーターを回転させるためのス
イッチングに新たな制御を採用。
高回転域におけるスイッチング
回数を従来モーターの5分の1
に低減することでスイッチングに
よる損失を大幅に削減しました。

■主要技術

■心地よい走りをもたらすリニアシフトコントロール
エンジンで発電しモーターで走行するハイブリッドシステムは、エンジン効率のよい回転域をつねに使う
ことができる反面、加速感以上にエンジン回転数が高まるなど、ドライバーの感覚とずれが生じる場合が
ありました。新型フィットでは、走行状況に応じてエンジン回転数やモータートルクなどを高精度に制御
する技術を新たに採用し、ドライバーの感覚とマッチした心地よい走りを実現しました。

●アクセル高開度加速時
エンジン回転数を段階的に制御することで、有
段トランスミッションのようにリズミカルなエ
ンジン回転数変化とエンジン音を実現します。

●アクセル中開度加速時
エンジントルクを最大限活用してモーター走行用電力を
確保しエンジン回転の上昇を抑制。加速感に合ったエン
ジン回転数に制御します。

乗り心地がよいこと  ③ 2モーターハイブリッドシステム



新型
システム

従来
システム

プロペラシャフト

トランスファー

2モーター内蔵
電気式CVT

リアディファレンシャル
（ビスカスカップリング式）

機械式オイルポンプ
にて、CVT仕事、
潤滑仕事分を包含
できるよう仕事を行う

CVT
仕事

潤滑
仕事

余剰
仕事

流量

圧
力

余剰
仕事

CVT
仕事

流量

ロス低減

潤滑
仕事

圧
力

※　イラストはe:HEV。

燃費と走りを高次元で両立させ、走る楽しさをも高めたガソリンエンジン車。

ハイブリッド車、ガソリン車の全タイプに
ビスカスカップリング式の4WD車を設定。
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乗り心地がよいこと  ④　1.3L アトキンソンサイクル DOHC i-VTECエンジン + 新開発CVT / ビスカスカップリング式4WD

ガソリンエンジン車には、熱効率に優れるアトキンソンサイクルを採用した1.3Lエンジン
を新開発のCVTと組み合わせて搭載。徹底的な効率向上により、優れた燃費を実現し
ながら心地よいドライブフィールをも獲得しました。

Honda独創の可変バルブ機構VTEC（可変バルブタイミング・リフト機構）と
VTCによって、熱効率に優れるアトキンソンサイクルと通常サイクルを使い分
け、燃費と走りを高い次元で両立。新型フィットでは排出ガス浄化装置に新型
触媒を採用。従来同等以上のクリーン性能を確保しながら貴金属使用量を約
30%削減しました。

■1.3L アトキンソンサイクル DOHC i-VTECエンジン

2モーターハイブリッドシステムとビスカスカップリング式4WDシステムという
Honda初の組み合わせを実現し全タイプに設定しました。高容量のリアデファレン
シャル構造によって後輪へ力強くトルクを配分し、雪道や未舗装路などさまざまな
シーンで心地よい走りを提供します。中でもハイブリッド車は、モーターならではの
力強い低速トルクを緻密かつス
ムーズにコントロールすることで、
前輪のスリップを抑制するととも
に後輪への伝達トルクを最適に
コントロール。発進時はもちろん
カーブや交差点を走行する際に
も4WD車らしいスムーズな加速
と安心感のあるステアフィールを
提供します。

サーボ油圧システムの採用により、エンジン動力を用いる機械式オイルポンプの負担を軽減。セカンダリー
軸支持部のフリクション低減などにより低燃費化を図りました。また、ドライバーの感覚にマッチした加減速
フィールをもたらす制御を新たに採用。なめらかで燃費に優れた無段階変速機の利点をそのままに、心地
よい走りをも実現しました。

■新開発CVT

●サーボ油圧システム
従来システムでは、CVTが金属ベルトを挟むための高油圧から、各部へオイルを潤滑させるための低油圧までを機
械式オイルポンプが担っていたため、機械式オイルポンプはつねに高油圧を吐出する必要がありました。サーボ油
圧システムでは、大型電動オイルポンプが状況に応じて金属ベルト保持用の高油圧を供給。機械式オイルポンプの
余剰仕事を軽減することでCVT単体燃費を向上させました。

●全開加速ステップアップシフト制御
通常走行では無段階変速機ならではのなめらかな走りを提供。アクセル全開などで強い加速を行う場合、エンジン
回転数を段階的に制御することで、有段トランスミッションのようにリズミカルなエンジン回転数変化とエンジン音
を実現。加速感と調和した心地よい走りを提供します。

●ブレーキ操作ステップダウンシフト制御
一定以上強くブレーキを踏み込んだ際、ギアレシオを低く制御することでエンジン回転数を高く保持しながら段
階的にダウンシフトします。エンジンブレーキによる制動力を確保するとともに、エンジン回転数を高く保つこと
で再加速時のレスポンスを向上。さらに、コーナリング中は横Gを検知してエンジン回転数を高く保ちスムーズで
爽快なドライビングを支援します。



1500MPa級

980MPa級

780MPa級

590MPa級

440MPa級
340MPa級

270MPa級

10％から18％
に拡大

パッチ追加
閉断面化閉断面化

形状最適化

毎日の心地よさのために、熟成を極めた軽量高剛性ボディー。
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乗り心地がよいこと  ⑤　ボディー

暮らしに身近なクルマだからこそストレスなく運転していただきたい̶。そうした思いの
もと、走りを支えるボディーの軽量化・高剛性化・高強度化を徹底。980MPa級以上の

ハイテン材を適用拡大するとともに、サスペンションダンパー取り付け点を効率的に
補強。重量の増加を抑えながら、曲げ剛性を6％、ねじり剛性を13％向上させました。

ハイテン材の中でも特に強度の高い980MPa級以上の適用比率を従来モデルの10％から18％に拡大。
ルーフサイドレールやセンターピラーの内部部材には、成形性に優れた高λ（ラムダ）型980MPa級ハイ
テン材を採用しました。これらにより必要強度を確保しながら薄板化を図り軽量化を実現しました。

■980MPa級以上ハイテン材の適用拡大
フロント、リアともにダンパーマウントの形状を最適化したうえ、フロントには補強材を追加、リアは強固
な閉断面構造としました。サスペンションをしっかりと支えることで走行中の不要な変位を最小化し、サス
ペンションに狙い通りの性能を発揮させます。サスペンションの進化と合わせ、優れた操縦安定性と乗り
心地を獲得しています。

■サスペンションダンパー取り付け点の剛性向上

■ハイテン材適用箇所と使用比率グラフ ■フロントダンパー取付点剛性向上箇所説明図 ■リアダンパー取付点剛性向上箇所説明図



FRONT

FRONT

大入力はダンパー外筒を介してボディーへ
小・中入力はマウントラバーへ入力

大入力は剛性のあるアルミブラケットを介してしっかりとボディーへ
小・中入力は受圧面積を広げたマウントラバーへ入力

ロッド入力（減衰力）（小・中入力）

バンプストップラバー

マウントラバー

バンプストッパー入力（大入力）

ボディー

従来 新型

ボディー
アルミダイキャスト製
ブラケット

ドライブを楽しくする、快適な乗り心地と素直で安心な挙動。
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乗り心地がよいこと  ⑥　サスペンション / ステアリングシステム

※　ゴムなどの粘弾性体を力により変形させると力を抜いても形状が完全には戻らない現象。

市街地でも高速道路でも乗員みんなが心地よいと感じられる乗り味をめざして、シャシー性能
を突き詰めました。徹底的な挙動解析によって、乗り心地と操縦安定性を高次元でバランスさ
せるサスペンションの在り方を導き出し、やわらかな乗り心地でありながら路面をしっかり

とらえ、コーナリングでは自然な姿勢変化が安心感をもたらすサスペンションを完成。ステア
リングシステムは高剛性化によってすっきりとしたステアフィールを実現したうえ、VGR（可変
ステアリングギアレシオ）（タイプ別設定）を採用し優れた取り回し性を獲得しました。

短い前後長で広い室内に貢献するH型トーションビーム式を踏襲。入力分
離ダンパーマウントの高性能化と取り付け点剛性の向上により、優れた操縦
安定性を獲得しながら乗り心地の向上とロードノイズ低減をも実現しました。

マクファーソン・ストラット式を踏襲し、振幅の妨げとなるフリクションを従来モデルの半分にまで低減し
ました。振動入力の初期から素早く振幅し、舗装路の細かな凹凸までも効果的に吸収。快適な乗り心地
をもたらします。

■しっかりと路面をとらえながら、乗り心地と静粛性をも高めるリアサスペンション■路面の細かな凹凸までを素早く吸収する低フリクションフロントサスペンション

●入力分離ダンパーマウントの高性能化
入力分離ダンパーマウントは、底付き時の大入力をボディーに受け止めさせ、ロッドからの小・中入力のみをマウント
ラバーに受け持たせることで操縦安定性と乗り心地を高い次元で両立させるマウントシステムです。新型フィットは、
従来のロッド同軸1点締結からアルミダイキャスト製ブラケットを介した2点締結に変更し、構造を最適化するととも
にマウントラバーの受圧面積を1.3倍に拡大。マウントラバーの特性を生かし切ることで、操縦安定性と乗り心地
を高い次元で両立させました。また、ロードノイズの低減にも寄与しています。

●主なフリクション低減技術

ダンバーへの横力最小化
サスペンションスプリングの材料に高応
力タイプを採用し、従来モデルに対し大幅
に寝かせた配置とすることで横力キャン
セル量を増大。ダンパーロッドに入る横力
を最小化することで振幅初期からよく動
くダンパー特性を実現。

ボールジョイント揺動トルク低減
熱処理を施すことでボールと樹脂シー
ト間の面圧を低減しボールジョイント
の動きをスムーズ化。

スタビライザーブッシュの　　　
摺動トルク低減
スタビライザーを懸架するブッシュの内
面を蛇腹状とすることで、保持性を確保
しながら接触面積を最小化しフリク
ションを低減。 ロアアームブッシュの　　　　

ヒステリシス※低減
金属製アウターカラーを追加すること
でブッシュラバーのヒステリシスを低
減。つねにブッシュ特性を最大限に発揮
させます。

スタビライザーリンクの　　　　
揺動トルク低減
ボールジョイント構造の樹脂シートを
新設計し、ボールとシートの接触面積を
最小化することでフリクションを低減。

ステアリングの操作量に応じて最適なタイヤ切れ角を提供するVGRを採用しました。オンセンター付近
はスロー、据え切り近くの大舵角時はクイックなレシオとすることで、高速走行での車線変更など小舵角
時はスムーズで安心感のあるステアフィールを、街中ではきびきびとした旋回性を提供し、さらに車庫入
れなどの大舵角時は取り回しを容易にします。

■市街地での取り回し性と高速道路での安心感を高めるVGR
　（可変ステアリングギアレシオ）（タイプ別設定）



サイドシル剛性アップ

リアピラー剛性アップ

フロント
インナーフェンダー
吸音化

ドアシールの全周二重化

スプレー式発泡ウレタンフォーム適用

リア
インナーフェンダー
吸音タイプ適用

フロアカーペット被覆率アップ、開口縮小

ボディーへの締結点を
追加し倒れ変形を抑制

液室容量を拡大
ダイナミックタンパー ストッパーセンター化

V字フレーム構造

ロック部板厚アップ
大型
バルクヘッド

フレーム／
アーチ結合

エンジンルームインシュレーター 
面積拡大

インパネインシュレーター 
面積アップ

ダッシュボードインシュレーター
遮音層アップ

■加速エンジン音
　比較イメージ図

■ロードノイズ
　比較イメージ図

従来モデル
ハイブリッド車

Go
od

従来モデル
ガソリン車

荒れた路面 静粛性

平
坦
路 

静
粛
性

新型フィット
ハイブリッド車

新型フィット
ガソリン車

小

ノ
イ
ズ

小ノイズ

従来モデル
ハイブリッド車

従来モデル
ガソリン車

中間加速 静粛性 

新型フィット
ハイブリッド車

新型フィット
ガソリン車

Go
od

小

ノ
イ
ズ

小ノイズ

全
開
加
速 

静
粛
性

■テールゲート剛性コントロール詳細図

■低・中周波ノイズ低減
 （剛性向上）技術

■高周波ノイズ低減（吸音・遮音性能向上）技術

■樹脂製エンジンサイドマウント（液封タイプ）

■樹脂一体型トランスミッションマウント

ひとりのお出かけも、みんなとのドライブも楽しくする、静かな室内。

自宅のリビングのような心地よさを、あるいは、仲間とワイワイ過ごすコミュニケー
ション空間を提供するために、室内の静かさを徹底的に追求しました。走行中に気に
なるロードノイズは、圧迫感につながる極低周波から、会話をさまたげる高周波まで

周波数帯を細かく分類し解析。それぞれに最適な対策を施しました。加速時に気にな
るエンジン音は、音源であるエンジンそのものの放射音を低減。そのうえで、振動伝達
経路の共振を徹底的に抑制しました。
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乗り心地がよいこと  ⑦　静粛性

■主なロードノイズ低減技術

●ドラミングの低減（極低周波）
テールゲートはロック部の板厚アップやバルクヘッドの大型
化などにより剛性をコントロール。フロントガラスは支持剛性
を高めました。これらにより大面積部品の共振を抑制すること
でこもるようなドラミングノイズを低減しました。

●路面変化タフネスの向上（低・中周波）
サスペンションブッシュの剛性チューニングにより路面からの
入力を低減。さらに、ボディーの骨格やパネルの剛性を高め共
振を抑制。低・中周波ノイズ全体を低減したうえ、路面が変化
した際に目立つ音質・音圧の違いを少なくしました。

■主なエンジンノイズ低減技術

●樹脂製マウントによるエンジン振動の抑制
（ハイブリッド車）
3点のエンジンマウントすべてを樹脂製とし、エンジン振動を効率的
に抑えました。エンジンサイドマウントは、軽量で成形自由度の高い樹
脂の特徴を生かし構造を最適化。室内の静かさに影響しやすい変形
モード周波数を最適コントロールしました。トランスミッションマウン
トはボディーとの締結点を追加することで、倒れモードによる振動入
力を低減しました。これらにより優れた振動遮断性能を獲得し、全周
波数帯域にわたりエンジン振動伝達の低減を達成しています。

●エンジン透過音の低減
エンジンルームと室内を隔てるダッシュボードまわりの防音性能を高め
ました。効果の高いダッシュボードインシュレーターは遮音層を厚くし、
エンジンルームやインパネのインシュレーターは面積を拡大するととも
に効率的に配置。これらによってエンジン透過音を抑制しています。

●会話のしやすい静けさの実現（高周波）
ホイールハウスを含むフロア下からのノイズ侵入を徹底的に
抑制しました。フロントピラーとセンターピラーにはフィット
として初めて遮音性に優れたスプレー式発泡ウレタンフォー
ムを採用。ホイールハウスには吸音性に優れた不織布製イン
ナーフェンダーを施しました（ガソリン車フロントのみ樹脂タ
イプ）。ドアは前後とも完全二重シールとし密閉性を向上。さ
らにフロアカーペットの被覆率を高めるなど、細部にわたって
対策を施しました。



■ディーラーオプション例

ボックスティッシュが収納できるインパネアッパーボックス

グローブボックス
シートバックポケット

フレキシブルアタッチメントテーブル 充電用USBジャック

シートバックスマートフォンポケット

ドアプルポケット自然な姿勢で手が届くカップホルダー

ボトルホルダー
照明付スマートフォントレー

アタッチメント
レール

アタッチメント
レール

ワイヤレス充電器
アームレスト付
センターコンソールボックス

■フレキシブルアタッチメントテーブル
　（HOME）

■LUXE専用アームレスト付
　センターコンソールボックス＋ワイヤレス充電器
　（メーカーオプション）装着イメージ

マルチコンソール コンソール
ティッシュボックストレイ

コンソール
トラッシュボックス

アームレスト付
センターコンソールボックス
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使い心地がよいこと  ①　収納装備

独自のセンタータンクレイアウトにより、コンパクトカーに革新的な広さと使い勝手をも
たらしたフィット。新型フィットがめざしたものは、歴代モデルが培った圧倒的な空間価
値を継承しながら、「心地よさ」という新たな魅力を創造することでした。使う人の視線・

動線に配慮した収納装備や、用途に応じてアレンジできるフレキシブルアタッチメント
テーブルなど、新型フィットには使い心地をよくするアイデアがいっぱい。毎日の買い物
から週末のロングドライブまで快適な移動をサポートします。

人の気持ちで“便利”を考えた、使い心地がよい装備・機能。 

電子制御パーキングブレーキの採用によって生まれたスペースを生かしたフレキシブルアタッチメント
テーブル。底面には脱着可能なラバーマットを備え、荷物を滑りにくくしたうえ汚れてもすぐに洗うことが
できます。Hondaは、その使い心地をさらに高めるためにユニークなアイデアを実現しました。テーブル左
右にアタッチメントレールを備え、オプションでご用意したさまざまな収納アイテムが簡単に付け替え可
能。マルチコンソールを装着しドリンクやお菓子を分け合いながら楽しくドライブするなど、お客様のライ
フスタイルや用途に応じてお選びいただけます。

■用途に応じてアレンジできるフレキシブルアタッチメントテーブル
かつてないほどの快適な使い心地を実現するために、一番大切にしたのはお客様の生の声でした。例えば、
「後席に置いた荷物が運転席から取りにくい」という声に応えて、センターコンソールにかばんなどが気軽にお
けるフレキシブルアタッチメントテーブルを開発。また、要望の多いティッシュが収納できるボックスを、運転
席からも手の届きやすいインパネアッパーに設定しました。さらに、後席用にスマートフォンポケットを設ける
など、乗員みんなが無理のない姿勢で使えるよう、視線・動線を考え抜いて収納をレイアウトしました。

■使い心地を最優先に考えた収納レイアウト



■テールゲート開口幅説明図

最大開口幅

※　Honda測定値。（　）内は従来モデル比。

50mm高
開口幅

200mm高
開口幅1020（＋70）mm1020（＋70）mm

830（＋60）mm830（＋60）mm

■後方の段差をなくした
　使いやすい荷室
（ハイブリッド車）

■荷室アンダーボックス
（ハイブリッド車）

※　VDA方式によるHonda測定値。

1080（＋10）mm1080（＋10）mm
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使い心地がよいこと  ②　シートアレンジ/荷室

●UTILITY MODE
後席をたたむと、より広い空間に。
荷室開口部が広く、積み降ろしが
ラクラク。

●LONG MODE
後席と助手席を倒せば長尺物も
積めるスペースが生まれる。

●TALL MODE
後席の座面をはね上げることで、
高さのあるものでも積み込みが
可能。

●積み降ろしのしやすさに配慮したテールゲート開口
テールゲートは、開口幅の拡大により積み降ろしのしやすさを高めました。特に重視したのは、積み降ろ
しの際に荷物を通過させる頻度が高いテールゲート下部の開口幅です。下端から50mm上の開口幅を
60mm、200mm上を70mm、従来モデルに対しそれぞれ拡大。最大開口幅も10mm広げました。

●ハイブリッド車荷室の使いやすさ向上
ハイブリッド車の荷室は、床下に搭載するIPUの構造を見直すことで使用頻度の高い後方の段差をなくし
ました。荷室アンダーボックスの容量は従来モデルの3.5倍にあたる14L※を確保しています。

■日常の使いやすさを高めた荷室■フィットならではの多彩なシートアレンジ



後退を抑制
作動イメージ図

Honda CONNECTは、人とクルマと社会をつなげるHonda車専用車載通信モジュール。このHonda 
CONNECTを活用したコネクテッドサービス「Honda Total Care プレミアム」を新型フィットからスタート
します。緊急サポートセンターによりお客様に24時間365日、より安心、安全なサービスを提供。また、
スマートフォンによるリモート操作など、より快適、便利なカーライフをお客様にお届けします。

■新世代コネクテッド技術「Honda CONNECT」が実現する、
　   安心、快適なコネクテッドサービス「Honda Total Care プレミアム」
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使い心地がよいこと  ③　充電環境 / 運転支援機能 / Honda CONNECT

※1　ワイヤレス給電の国際標準規格Qiのバージョン1.2。最大15Wの給電が可能。 ※2　「Honda リモート操作アプリ」のダウンロードが別途必要となります。

スイッチを軽く引き上げるだけでパーキングブレーキが作動
し、ブレーキペダルを踏みながらスイッチを押すことで解除。
また、渋滞時や信号待ちの際にブレーキを作動させた場合に
は、発進時にアクセルペダルを踏むことでブレーキを自動解除
でき、ストップ＆ゴーの続く走行シーンなどでドライバーの負担
を軽減します。

■電子制御パーキングブレーキ（全タイプ）

坂道発進時、ブレーキからアクセルへ、ペダルを踏み替える瞬
間のクルマの後退を約1秒間抑制。

■ヒルスタートアシスト機能（全タイプ）

前席用としてセンターパネルに1個、後席用にはセンターコン 
ソール後端に2個の充電機能付きUSBジャックを用意。すべて 
の席での充電を可能としました。後席用ジャックはリング照明 
を備え夜間の使い勝手を高めています。LUXEにはワイヤレス 
充電器を専用アームレスト付センターコンソールボックスと
セットでオプション設定。Qi 1.2※1に準拠し、対応スマート
フォンを置くだけで高速充電が可能です。

■全席充電環境＆ワイヤレス充電（タイプ別設定）

●使う人にうれしい３つのサービス

万一の時も安心

緊急サポートセンター Honda リモート操作※2 Honda ALSOK駆けつけサービス

つながる便利 困った時に頼れる1 2 3

■エアバッグ展開時自動通報
エアバッグが開くと同時に、オペレーターに自動通報。
お客様の迅速な救命に努めます。

■緊急通報ボタン
緊急時、ボタンひとつでオペレーターにつながる。
警察・消防に取り次ぎます。

■トラブルサポートボタン
あなたのクルマの状況を把握して、的確なサポートを
提案。困りごとを解消します。

■エアコン操作
スマートフォンからエアコンの始動ができるので、
クルマに乗った瞬間から車内は快適です。

■し忘れ通知・ドアロック操作
ドアロックのし忘れ時にスマートフォンで通知を受け、
ロック操作ができるなど、お客様の「うっかり」を
「しっかり」サポートします。

■クルマを探す
広い駐車場でお客様のクルマが見つからない。
そんな時に地図上で位置を確認できます。

駐車中のクルマが異常を感知すると、あなたの
スマートフォンに通知がきます。クルマから離れ
た場所にいるときは、緊急サポートセンターを
通じて、ALSOKのガードマンを現場に急行さ
せることができます。あなたの代わりに盗難やい
たずらに適切かつ迅速に対処し、クルマの安全
を守ります。



約100°

従来 新型

■検知範囲イメージ図
フロントワイドビュー
カメラによる検知

ソナーセンサー
による検知

前方作動の場合 後方作動の場合

※　「誤発進抑制機能」、「後方誤発進抑制機能」、「近距離衝突軽減ブレーキ」を組み合わせて「踏み間違い衝突軽減システム」と呼びます。

最新鋭の広角カメラと高速画像処理チップにより、さらに機能が充実した先進の安全運転支援システム。
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安心・安全  ①　Honda SENSING

イラストは機能説明のための作動イメージ図です。

「Safety for Everyone」の思想のもと、誰もが事故に遭わない社会の実現をめざして誕
生した「Honda SENSING（ホンダ センシング）」。2015年の実用化以来、Hondaは幅広
いモデルへと適用を拡大するとともに、より高性能な新システムの開発に努めてきました。

そして、最新鋭の広角カメラであるフロントワイドビューカメラと高速画像処理チップなど
により、機能と性能を高めた新システムを完成。新型フィットに標準装備しました。

最新の高速画像処理チップにより、これまでミリ波レーダーで行って
きた対象物との距離測定を単眼カメラで実現しました。約100度の
有効水平画角を持つフロントワイドビューカメラは、一般道で歩行
者が横から車道に侵入した場合や、高速道路で他車が自車前方
に割り込んだ場合など、いち早く検知します。車両前後にはソナー
センサーを装備し、誤発進抑制機能や後方誤発進抑制機能など
を実現しています。

■新システム概要 ■先進機能で運転がもっと安心に、もっと快適に。

●フロントワイドビューカメラと高速画像処理チップによる検知
フロントワイドビューカメラが対象物を撮
像。画像処理チップが対象物の特徴点を
検出し車両や歩行者などの属性を識別
します。同時に、対象物の大きさの変化、
変化に要した時間、自車の速度などから
対象までの距離を瞬時に測定します。

車両や歩行者、自転車を検知し、衝突の危険がある場合に音と
マルチインフォメーション・ディスプレーの表示で警告します。緊急
時には、強いブレーキをかけて、停止または減速することにより
衝突回避・被害軽減を支援します。
CMBS：Collision Mitigation Brake System

1. 衝突軽減ブレーキ 〈CMBS〉
前方に障害物があるにも関わらずアクセルペダルを踏み込んだ際、
パワーシステム出力を抑制して急発進を音とマルチインフォメー
ション・ディスプレーの表示で警告します。

2. 誤発進抑制機能※

3. 後方誤発進抑制機能※

後方に障害物があるにも関わらずアクセルペダルを踏み込んだ際、
パワーシステム出力を抑制して急発進を音とマルチインフォメー
ション・ディスプレーの表示で警告します。

壁などの障害物の見落としにより衝突するおそれがあるときに
運転者のブレーキ操作を支援し、停止または減速することにより
衝突の回避・被害軽減を支援します。

4. 近距離衝突軽減ブレーキ※●前方ソナーセンサー/後方ソナーセンサーによる検知
車両の前方と後方にそれぞれ4つのソ
ナーセンサーを搭載。音波の反射を利用
しガラスや外壁など非金属物も高い精度
で検知します。
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車線や草、砂利などの道路境界をはみ出しそうな際、マルチイン
フォメーション・ディスプレーとステアリング振動で警告し、さらに
自車を車線、道路内へ戻すようにステアリングを抑制して回避操
作を支援します。

6. 路外逸脱抑制機能 8. 車線維持支援システム〈LKAS〉
高速道路など、中・高速走行時、車線の中央に沿って走れるよう
にステアリング操作をアシストします。車線を外れそうな際には、
マルチインフォメーション・ディスプレーの表示とステアリング振動
で注意を喚起します。 
LKAS：Lane Keep Assist System

9. 先行車発進お知らせ機能
先行車が発進したことを、音とマルチインフォメーション・ディス
プレーの表示でお知らせします。

先行車がいない場合は設定した車速を自動で維持し、先行車が
いる場合は自動で加減速をし、適切な車間距離を保つよう支援し
ます。先行車が停車すれば合わせて停車する渋滞追従機能も付
いています。

7. 渋滞追従機能付アダプティブ・
    クルーズ・コントロール〈ACC〉

10. 標識認識機能
走行中に道路標識を認識してマルチインフォメーション・ディスプレー
に表示します。速度を超過した場合はマルチインフォメーション・
ディスプレーの表示を一定時間点滅させ、安全運転を支援します。

先行車や、対向車を検知してハイ/ロービームを自動で切り替え
ます。良好な視界の確保に貢献するとともに、切り替え操作の頻度
も低減します。

11. オートハイビーム

約10km/h～約40km/hで走行中に車線を外れ、路側帯の歩
行者と衝突しそうな際、音とマルチインフォメーション・ディスプ
レーの表示で警告します。ステアリングも抑制して回避操作を
支援します。

5. 歩行者事故低減ステアリング

■Honda SENSINGは、ドライバーの運転支援機能のため、各機能の能力（認識能力・制御能力）には限界があります。各機能の能力を過信せず、つねに周囲の状況に気をつけ、安全運転をお願いします。
車両をご使用になる前に必ず取扱説明書をお読みください。各システムは、いずれも道路状況、天候状況、車両状態等によっては、作動しない場合や十分に性能を発揮できない場合があります。■1.衝突軽減ブレーキ〈CMBS〉は、約5km/h以上で走行中に自車との速度差が約5km/h以
上ある先行車や歩行者、移動する自転車または対向車に対して衝突するおそれがあるとシステムが判断した場合に作動し、停止または減速することにより衝突回避や衝突被害の軽減を支援します。対向車と歩行者、移動する自転車に対しては、自車が約100km/h以下で走行中の場合に
作動します。■2.誤発進抑制機能は、停車時や約10km/h以下で走行しているとき、自車のほぼ真正面の近距離に壁などの障害物があるにもかかわらず、アクセルペダルを踏み込んだ場合に、エンジンやモーターなどのパワーシステム出力を抑制し、急な発進を防止します。■3.後方誤発
進抑制機能は、停車時や約10km/h以下で後退しているとき、自車のほぼ真後ろの近距離に壁などの障害物があるにもかかわらず、アクセルペダルを踏み込んだ場合に、エンジンやモーターなどのパワーシステム出力を抑制し、急な後退を防止します。■4.近距離衝突軽減ブレーキは、約
2km/h～約10km/hで走行しているとき、壁などの障害物の見落としにより衝突するおそれがある場合に、ブレーキを制御し停止または減速することにより衝突回避や衝突被害の軽減を支援します。■5.歩行者事故低減ステアリングは、約10km/h～約40km/hで走行中に、システムが
歩行者側への車線逸脱と歩行者との衝突を予測した場合に、ステアリング操作による回避を支援します。運転者のステアリング操作に代わるものではありません。運転者が加速やブレーキ操作、急なステアリング操作を行っているとシステムが判断した場合、また、ウインカーを作動させ
ている場合には作動しません。■6.路外逸脱抑制機能は、約30km/h～約120km/hで走行中に、路外への逸脱またはシステムが路外への逸脱を予測したとき、作動します。運転者のステアリング操作に代わるものではありません。運転者が加速やブレーキ操作、急なステアリング操作を
行っているとシステムが判断した場合、また、ウインカーを作動させている場合には作動しません。■7.渋滞追従機能付アダプティブ・クルーズ・コントロール〈ACC〉は、0km/h以上で走行中に作動します。先行車に接近しすぎる場合には、ブレーキペダルを踏むなどして適切な車間距離を
保ってください。急なカーブや加速・減速の繰り返しが少ない、高速道路や自動車専用道路を運転するときに使用してください。■8.車線維持支援システム〈LKAS〉は、約65km/h以上で走行中に作動します。運転者のステアリング操作に代わるものではありません。運転者がステアリング
から手を放した状態や、運転者が意図的に車線を越えるようなステアリング操作をしているとシステムが判断した場合、また、ウインカーを作動させている場合には作動しません。急なカーブや加速・減速の繰り返しが少ない、高速道路や自動車専用道路などを運転するときに使用してくだ
さい。■9.先行車発進お知らせ機能は、先行車との車間距離が約10m以内で、先行車の発進を検知しても自車が停止し続けたときに作動します。■10.標識認識機能は、最高速度、はみ出し通行禁止、一時停止、車両進入禁止の道路標識を認識し、マルチインフォメーション・ディスプレー
に表示します。一時停止、車両進入禁止は約60km/h以下で走行中に作動します。■11.オートハイビームは、約30km/h以上で走行中に作動します。ハイビームとロービームの自動切り替え制御には状況により限界があります。必要に応じて手動で切り替え操作を行ってください。 

イラストは機能説明のための作動イメージ図です。



フロントピラー

メインロードパスから
切り離して設定

アッパーメンバー

メインロードパス
メインロードパス

フロントピラー
フロントサポートピラー フロント

サポートピラー

アッパーメンバー

フラットバリア    55 km/h
オフセットバリア 64 km/h

前面衝突
頸部保護
後面衝突

脚部衝撃の緩和頭部衝撃の緩和
歩行者保護

新ムービングデフォーマブルバリア 
55 km/h

側面衝突

従来モデル 新型フィット

毎日の運転に安心を提供する、最高水準の衝突安全性能。
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※1　JNCAP 2013年度衝突安全性能試験において、フィットHYBRID・Lパッケージが獲得。
※2　クルマ同士が相互に衝突するときの衝突エネルギーを、エンジンルームで効率良く分散・吸収することにより、自己保護性能を大幅に向上するとともに、相手車両への攻撃性を低減する、衝突安全ボディー。

JNCAP最高ランクのファイブスターを獲得した従来モデル※1に採用しているコンパ
ティビリティ対応ボディ※2の構造を基本とし、衝突時のエネルギーをさらに効率よく分
散・吸収するロードパス構造を構築。安全装備を充実させ、前面、側面、後面、すべての

衝突に対し優れた安全性能を実現しました。最高水準の衝突安全性能が毎日の運転
に安心を提供します。

前席用i-サイドエアバッグシステム＋サイドカーテンエアバッグシステム〈前席/後席対応〉を全タイプに
標準装備。シートベルトプリテンショナーとシートベルトリマインダーを後席に採用するなど、安全装備を
充実させました。

■さらに充実した安全装備

●運転席用&助手席用i-SRSエアバッグシステム
●前席用i -サイドエアバッグシステム＋サイドカーテンエアバッグシステム〈前席/後席対応〉
●フロント3点式ロードリミッター付プリテンショナーELRシートベルト＋運転席ラッププリテンショナー
●フロントアジャスタブル・シートベルトショルダーアンカー
●リア3点式ロードリミッター付プリテンショナーELRシートベルト（左右席）
●リア3点式ELRシートベルト（中央席）
●i-Sizeチャイルドシート対応 ISOFIX下部取付金具（リア左右席）＋トップテザー取付金具（リア左右席）
●頚部衝撃緩和フロントシート
●全席シートベルト非着用警報（シートベルトリマインダー）

前面衝突時のキャビンへの荷重の多くをフロントサポートピラーに伝達させることで、フロントピラーの
極細化を達成。心地よい前方視界の実現に貢献しました。フロントピラー前端をアッパーメンバーに接続
しないことで、衝突時のメインロードパスから切り離し、フロントピラーへの入力を大幅に低減。一方、
フロントサポートピラーの内側の稜線をストレート化することで、アッパーメンバーからの荷重がフロント
サポートピラーへスムーズに伝達される構造としています。

■フロントピラー極細化を可能にした新ロードパス構造

【全タイプ標準装備】



お客様のライフスタイルに合わせた5つのフィット。
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タイプバリエーション

新型フィットでは、パワーシステムや装備の違いなどによる従来型のタイプ設定ではなく、
お客様のライフスタイルに合わせたユニークなタイプバリエーションを提案。それぞれの
お客様に最適なフィットをご用意しました。

毎日使うものだからこそ、シンプルで飾り気のないものを選べば、あなたの自分らしさが光る。やわらかな
表情をつくるフロントフェイス。シームレスで流れるようなフォルム。親しみを感じさせるシンプルなデザ
インです。

●タイヤ＆ホイール
15インチタイヤにシンプルでバランスのよい
放射状のホイールキャップを装備。塊感のあ
るボディーとあいまって路面にしっかりと足
を下ろす安心感を醸し出します。

●インテリアカラー＆マテリアル
インテリアカラーはソフトグレーとブラックを設定。シートは、エンボス
パターンとプレーンな生地を組み合わせ、シンプルでありながら仕立て
のよさが感じられるファブリックシートとしました。

●ボディーカラー
モノフォルムデザインを際立たせる
モノトーン9色をラインアップ。

シンプルで自分らしさが光る
基本タイプ

生活になじむデザインと
快適性を備えたタイプ

毎日をアクティブに
過ごしたい人のためのタイプ

週末に出かけたくなる
エンジョイライフに応えるタイプ

NE S S

CROSSTAR

BA S I C HOME

洗練と上質を兼ね備えた
スタイリッシュタイプ

LUX E

■バリエーション一覧
BA S I C

MINIMAL L IFE

ベーシック



HOME

COMFORT L IFE

ホーム
N E S S

HEALT HY LIFE

ネス
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タイプバリエーション

毎日の通勤時間を、気持ちのよいスタートに変える。健康的で快活なフィットネスライフをあなたに。気分
が盛り上がるカラーコーディネートや、快適性と機能性の高い撥水素材をあしらったアクティブなスタイル。
軽快なドライブを、よりいっそう楽しんでいただけます。

●タイヤ＆ホイール
16インチタイヤに躍動感のあるデザインの
アルミホイールを装備。安定感がありながら
スポーティーさも感じさせる足元としました。

●インテリアカラー＆マテリアル
インテリアカラーはブラックを基調に設定。ボディーカラーによって、
グレー、または、ライムグリーンのアクセントカラーが配されます。シート
とソフトパッドの表皮に撥水性の高いウオータープルーフ素材を採用し、
アクティブなライフスタイルに応える機能的なインテリアとしました。

●ボディーカラー
モノトーン9色に加え、HOMEのイ
メージに合わせた2トーンカラーを
全色に設定しました。

●ボディーカラー
モノトーン9色に加え、ライムグリー
ンをあしらったスポーティーコントラ
ストのアクセント2トーンカラーをご
用意しました。

毎日の仕事・育児など、生活の中でリラックスできるこだわりの空間で、質の高い暮らしを。ソファのような
良質な素材を用いたナチュラルなシート、本革巻ステアリングホイール※やプライムスムースのソフトパッド
など全体のカラーや素材を揃えた、質感高く居心地のよい空間です。

●タイヤ＆ホイール
15インチタイヤと放射状ホイールキャップを
装備。よりスポーティーな足まわりをお望みの
お客様には、アルミホイールの16インチタイヤ
（NESS標準装備）もお選びいただけます。

●インテリアカラー＆マテリアル
インテリアカラーはソフトグレーとブラック。シートは、センター部にナ
チュラルテキスタイル、サイド部にプライムスムースをあしらったコンビ
シートです。ソフトグレーとブラックの2トーンカラーを配した本革巻ス
テアリングホイールも標準装備。

※　e:HEV HOMEに設定。



CROSSTAR
クロスター

ACTIVE L IFE

L U X E

LUXURY L IFE

リュクス
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タイプバリエーション

週末、家で過ごすよりも、家族や親しい友人と出かけたくなるエンジョイライフにしよう。街にもアウトドア
にもぴったり合うCROSSTAR専用のエクステリアデザイン。コンパクトでありながら、タフなイメージを
高めます。

●タイヤ＆ホイール
幅広スポークのアルミホイールをまとった16
インチタイヤを装備。路面をしっかりとつか
むような力強さがタフなイメージをさらに引
き立たせます。

●インテリアカラー＆マテリアル
ブラックを基調にグレーのアクセントカラーで構成。シートやアーム
レストなどには撥水性の高いウオータープルーフ素材を採用し、アク
ティブなライフスタイルに応える機能的なインテリアとしました。

二人でゆったりとドライブしたくなるような、優雅で心地よい時間と充実感のあるリュクスライフを。プラ
チナ調クロームメッキと上品なアルミホイールをまとったエクステリア。質感や手触りのよさを追求した
本革シート。大人の方にふさわしいコーディネートで特別な時間を。

●ボディーカラー
専用色のサーフブルーを含む全8色
をラインアップ。ブラックと組み合わ
せたスタイリッシュな2トーンカラー
もご用意しました。

●ボディーカラー
モノトーン9色をラインアップ。要所
のプラチナ調クロームメッキが上質
感を高めます。

●タイヤ＆ホイール
スポークを高密度に配置したアルミホイー
ルに16インチタイヤを装着。ボディーをしっ
かりと支える安定感とともに上級感を創出
しました。

●インテリアカラー＆マテリアル
インテリアカラーはブラックとブラウンを設定。上質を知る大人の雰囲
気で構成しました。標準装備の本革シートは革の風合いを引き立たせ
る専用デザインです。
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タイプバリエーション

■カラーバリエーション

BASIC HOME NESS CROSSTAR LUXE

インテリアカラー　| ：ブラック ：ブラウン：ソフトグレー ：ブラック×グレー：ブラック×ライムグリーン

タイプ（シート表皮）
ボディーカラー

プレミアムサンライトホワイト・パール

プレミアムクリスタルレッド・メタリック

プラチナホワイト・パール

ルナシルバー・メタリック

シャイニンググレー・メタリック

エアーライトブルー・メタリック

ミッドナイトブルービーム・メタリック

クリスタルブラック・パール

プレミアムグラマラスブロンズ・パール

サーフブルー

（ファブリックシート） （撥水ファブリックシート） （撥水ファブリックシート）（コンビシート） （本革シート）

1

T
W
O
 T
O
N
E

A
C
C
EN
T T
W
O
 TO
N
E

インテリアカラー　| ：ブラック ：ブラウン：ソフトグレー ：ブラック×グレー：ブラック×ライムグリーン

プレミアムサンライトホワイト・パール&ブラック

プレミアムサンライトホワイト・パール&ライムグリーン

プレミアムクリスタルレッド・メタリック&ブラック

プラチナホワイト・パール＆ブラック

プラチナホワイト・パール＆ライムグリーン

ルナシルバー・メタリック&ブラック

シャイニンググレー・メタリック&ブラック

シャイニンググレー・メタリック&ライムグリーン

エアーライトブルー・メタリック&ブラック

ミッドナイトブルービーム・メタリック&シルバー

クリスタルブラック・パール&シルバー

ルナシルバー・メタリック&ライムグリーン

クリスタルブラック・パール&ライムグリーン

プレミアムグラマラスブロンズ・パール&シルバー

サーフブルー&ブラック

BASIC HOME NESS CROSSTAR LUXEタイプ（シート表皮）
ボディーカラー （ファブリックシート） （撥水ファブリックシート） （撥水ファブリックシート）（コンビシート） （本革シート）

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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主要装備

●
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駆動方式

タイプ e:HEV
NESS

e:HEV
CROSSTAR

e:HEV
LUXE BASIC HOME NESS CROSSTAR LUXEe:HEV

HOME
e:HEV
BASIC

FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD

パーキングセンサーシステム

マルチリフレクターハロゲンヘッドライト
（マニュアルレベリング/オートライトコントロール機構付）

フルLEDヘッドライト〈デイタイムランニングランプ付〉
（マニュアルレベリング/オートライトコントロール機構付）

LEDフォグライト
車両接近通報装置
ダブルホーン
セキュリティーアラーム（国土交通省認可品）

スピーカー数
タコメーター
マニュアル・エアコンディショナー

フルオート・エアコンディショナー

エアコン用フル電動コンプレッサー
運転席＆助手席シートヒーター
ステアリングヒーター
充電用USBジャック（急速充電対応タイプ2個付）

コンビシート（プライムスムース×ナチュラルテキスタイル）

撥水ファブリックシート
本革シート※10

ソフトパッド
（助手席インストルメントパネル/コンソールニーパッドなど）

本革巻ステアリングホイール
本革巻セレクトレバー
アームレスト付センターコンソールボックス＋ワイヤレス充電器

スマートフォントレー

プラチナ調クロームメッキ・インナードアハンドル
リアセンターアームレスト
運転席シートバックポケット
助手席シートバックポケット
シートバックスマートフォンポケット

フロントマップランプ/ルームランプ

ラゲッジルームランプ
プラチナ調クロームメッキ・エアコンアウトレットノブ（運転席/助手席）
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【全タイプ標準装備】●運転席用&助手席用i-SRSエアバッグシステム　●前席用i-サイドエアバッグシステム＋サイドカーテンエアバッグシステム〈前席/後席対応〉　●VSA　●EBD（電子制御制動力配分システム）付ABS　
●エマージェンシーストップシグナル　●ヒルスタートアシスト機能　●フロント3点式ロードリミッター付プリテンショナーELRシートベルト＋運転席ラッププリテンショナー　●電子制御パーキングブレーキ　
●オートブレーキホールド機能　●フロントアジャスタブル・シートベルトショルダーアンカー　●リア3点式ロードリミッター付プリテンショナーELRシートベルト（左右席）　●リア3点式ELRシートベルト（中央席）　
● i-Sizeチャイルドシート対応 ISOFIX下部取付金具（リア左右席）＋トップテザー取付金具（リア左右席）　●頚部衝撃緩和フロントシート　●全席シートベルト非着用警報（シートベルトリマインダー）
● LEDハイマウント・ストップランプ　●チャイルドプルーフ　●アイドリングストップシステム　●エコアシスト（ECONモード、ティーチング機能）　●イモビライザー（国土交通省認可品）

【全タイプ標準装備】●マルチインフォメーション・ディスプレー（エネルギーフロー※7/経過時間/燃費履歴※7/オドメーター/トリップメーター/平均車速/平均燃費/瞬間燃費/推定航続可能距離表示機能など）　
●Hondaスマートキーシステム（降車時オートドアロック機能/キー2個付）※8　●パワースイッチ※9　●ヘッドライトオートオフ機能　●運転席ドアワンタッチ式パワーウインドウ（挟み込み防止機構/キーオフオペレーション機構付）
●運転席ハイトアジャスター　●PM2.5対応高性能集塵フィルター　●テレスコピック＆チルトステアリング　●パワードアロック　●電動パワーステアリング　●ワンタッチウインカー　
●ライト消し忘れ警告ブザー　●燃料残量警告灯　●イルミネーションコントロールスイッチ　●アクセサリーソケット（DC12V）　●リアヒーターダクト

【全タイプ標準装備】●テーブルコンソール　●チップアップ&ダイブダウン機構付6:4分割可倒式リアシート　●インパネアッパーボックス　●グローブボックス　●ドリンクホルダー（運転席/助手席）
●ドアプルポケット（運転席/助手席/リア左右席）　●ドアボトルホルダー（運転席/助手席）　●ボトルホルダー（後席）　●グラブレール（運転席/助手席/リア左右席）＆コートフック（リア右側）

はメーカーオプション● ◎は標準装備

プラズマクラスター
技術搭載

プライムスムース

照明付 照明付 照明付

LED

照明付 照明付 照明付

LED

照明付 照明付

LED LED LED LED

照明付 照明付 照明付 照明付 照明付 照明付 照明付 照明付

撥水ファブリック 撥水ファブリック
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プライムスムース 撥水ファブリック 撥水ファブリック
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プライムスムース

プラズマクラスター
技術搭載

イ
ン
テ
リ
ア

Honda SENSING
（衝突軽減ブレーキ〈CMBS〉、誤発進抑制機能※１、後方誤発進抑制機能※１、
近距離衝突軽減ブレーキ※１、歩行者事故低減ステアリング、路外逸脱抑制機能、
渋滞追従機能付アダプティブ・クルーズ・コントロール〈ACC〉、
車線維持支援システム〈LKAS〉、先行車発進お知らせ機能、標識認識機能、
オートハイビーム）

エ
ク
ス
テ
リ
ア
／
ガ
ラ
ス

駆動方式

タイプ

電動格納式リモコンドアミラー（LEDウインカー付）

LEDポジションランプ & LEDフロントターンランプ
ハーフシェード・フロントウインドウ

コンフォートビューパッケージ
（親水/ヒーテッドドアミラー、熱線入りフロントウインドウ、PTCヒーター＊）

e:HEVエンブレム

ルーフレール

フロントグリルモールディング

プラチナ調クロームメッキ・テールゲートロアーガーニッシュ

ドアロアーガーニッシュ

間欠フロントワイパー（ミスト機構付）

車速連動間欠/バリアブル間欠フロントワイパー（ミスト機構付）

マイクロアンテナ
シャークフィンアンテナ

15インチスチールホイール＋スチールラジアルタイヤ＋フルホイールキャップ

16インチアルミホイール＋スチールラジアルタイヤ

電動サーボブレーキシステム
VGR（可変ステアリングギアレシオ）

【全タイプ標準装備】●遮音/UVカット機能付フロントウインドウガラス　●高熱線吸収/UVカット機能付ガラス（フロントコーナー/フロントドア）　●プライバシーガラス（リアドア/リアクォーター/テールゲート）
●熱線式リアウインドウデフォッガー　●ドアサッシュフルブラックアウト　●フロントウインドウウオッシャー（2ノズル・スプレータイプ）　●ウオッシャー付間欠リアワイパー（リバース連動） 

【全タイプ標準装備】●フロントベンチレーテッドディスクブレーキ　●リアディスクブレーキ　●フロントスタビライザー　●DBW〈ドライブ・バイ・ワイヤ〉　●応急パンク修理キット（スペアタイヤレス）

足
ま
わ
り
／
走
行
関
連
メ
カ
ニ
ズ
ム

◎※4 ●

e:HEV
HOME

e:HEV
NESS BASIC HOME NESS CROSSTAR LUXEe:HEV

CROSSTAR
e:HEV
LUXE

e:HEV
BASIC

FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD FF 4WD

■メーカーオプションは組み合わせによっては同時装着できない場合がございます。また、他のメーカーオプションとセット装着になる場合がございます。

■仕様ならびに装備は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。 ■写真は実際の色と多少異なることがあります。 

カラード
●

●

●

●

●

●※15

※15

●

◎

※17

●

●

●

●

●

●

●

●

カラード

クロームメッキ

●

●

●

●

●

◎

●

●※16

※16

●

◎ ●

高輝度シルバー
塗装

高輝度シルバー
塗装

高輝度シルバー
塗装

高輝度シルバー
塗装

●

●

●

●

●

●

●

◎ ●

プラチナ調
クロームメッキ

●
プラチナ調
クロームメッキ

●
LUXE専用
デザイン

●
CROSSTAR専用
デザイン

● ●

◎ ●
●

LUXE専用
デザイン

●
CROSSTAR専用
デザイン

●

●

●

●

●

●

●

◎

※14

●

カラード

クロームメッキ

●

※13

●

●※15

※15

◎※4 ●

カラード
●

●

●

●

●※15

※15

◎ ●

カラード
●

●

●

●

◎

●

●※16

※16

●

◎ ●

●

●

●

●

●

●

◎ ●

プラチナ調
クロームメッキ

●
プラチナ調
クロームメッキ

●
プラチナ調
クロームメッキ

●
プラチナ調
クロームメッキ

●

●

●

●

●

◎

※14

●

カラード

CROSSTAR専用エクステリア
（フロントグリル、フロントバンパー、ホイールアーチプロテクター、
サイドシルガーニッシュ、ドアロアーガーニッシュ、リアバンパー）

＊ PTC（自己温度制御システム）：Positive Temperature Coefficient（e:HEVにのみ装備されます。） ※1 「誤発進抑制機能」、「後方誤発進抑制機能」 、「近距離衝突軽減ブレーキ」を組み合わせて「踏み間違い衝突軽減
システム」と呼びます。 ※2 「Honda SENSING」を装備しない仕様もご用意しております。 ※3 「Honda SENSING」非装備車には装備されません。 ※4 「Honda SENSING」を装備しない仕様をお選びいただいた場合、
装着することができません。 ※5 「Honda CONNECT for Gathers＋ナビ装着用スペシャルパッケージ」を装着した場合、「セキュリティーアラーム」が装備されます。 ※6 「Honda CONNECT for Gathers＋ナビ装着用
スペシャルパッケージ」を装着した場合、4スピーカーとなります。 ※7 e:HEVのみ表示されます。 ※8 Hondaスマートキーシステムは、施錠・解錠のときなどに電波を発信します。その際、植込み型心臓ペースメーカー等の
医療用電子機器に影響を与える可能性があります。 ※9 ガソリン車は「パワースイッチ」に替わり「プッシュエンジンスタート/ストップスイッチ」が装備されます。  ※10 「本革シート」は一部に合成皮革を使用しています。
（フロントシートの座面、背もたれの一部、サイド部、背面およびリアシートには合成皮革やファブリックを使用しています。） ※11 LUXEは「シートバックポケット」内に付きます。 ※12 「Honda CONNECT for Gathers＋
ナビ装着用スペシャルパッケージ」を装着した場合、「LEDフロントマップランプ/LEDルームランプ」が装備されます。 ※13 「フルLEDヘッドライト」を装着した場合、「LEDポジションランプ&LEDフロントターンランプ」が
装備されます。 ※14 2トーンカラーおよびアクセント2トーンカラーをお選びいただいた場合、装備されます。 ※15 「Honda CONNECT for Gathers＋ナビ装着用スペシャルパッケージ」を装着した場合、「シャークフィン
アンテナ」が装備されます。 ※16 「ルーフレール」を装着した場合、「シャークフィンアンテナ」が装備されます。 ※17 「16インチアルミホイール」を装着した場合、「VGR（可変ステアリングギアレシオ）」が装備されます。

はメーカーオプション● ◎は標準装備

Honda CONNECT for Gathers
＋ナビ装着用スペシャルパッケージ

運転席（チケットホルダー付）
助手席



（軸距） 2530（輪距） 前 1495　後 1485

（最低地上高）
 160

（全高）
1545

（全長） 4090

（全幅）
1725

（全長） 3995

（全幅）
1695

（軸距） 2530（輪距） 前 1485　後 1475

（最低地上高）
 135

（全高）
1515

32

主要諸元

環境性能
寸法イメージ図  単位:mm    

e:HEV CROSSTAR（FF）

e:HEV HOME（FF）

e:HEV NESS e:HEV CROSSTAR e:HEV LUXE BASIC HOME NESS CROSSTAR LUXEe:HEV HOMEe:HEV BASIC

原動機型式
エンジン型式
エンジン種類・シリンダー数及び配置
弁機構
総排気量（L）
内径×行程（ｍｍ）
圧縮比
燃料供給装置形式
使用燃料種類
燃料タンク容量（L） 
電動機型式
電動機種類
最高出力（kW［PS］/rpm）
最大トルク（N･m［kgf･m］/rpm）
最高出力（kW［PS］/rpm）
最大トルク（N･m［kgf･m］/rpm）

市街地モード（WLTC-L） km/L

郊外モード（WLTC-M） km/L

高速道路モード（WLTC-H） km/L

　　　　　　　種類/個数
 前進
 後退
 第一
 第二

 前
 後
 前
 後
 前
 後

FF 4WD
ホンダ・

6AA-GR3☆○
ホンダ・

6AA-GR4☆○
無段変速オートマチック（トルクコンバーター付）

駆動方式
車名・型式

トランスミッション

タイプ

エンジン

電動機
（モーター）

エンジン

電動機
（モーター）

主要燃費向上対策
最小回転半径（ｍ）

変速比

減速比

ステアリング装置形式
タイヤ（前・後）

主ブレーキの種類・形式

サスペンション方式

スタビライザー形式

寸
法
・
重
量
・
乗
車
定
員

原
動
機

性
能

動力用主電池
動
力
伝
達
・
走
行
装
置

3.995
1.695

1.485
1.475

LEB-H5
LEB

1.496
73.0×89.4

H5
交流同期電動機

72［98］/5,600-6,400
127［13.0］/4,500-5,000
80［109］/3,500-8,000
253［25.8］/0-3,000

L13B
L13B

1.317
73.0×78.7

ー
ー

72［98］/6,000
118［12.0］/5,000

ー
ー

ハイブリッドシステム、アトキンソンサイクル、アイドリングストップ装置、可変バルブタイミング、電動パワーステアリング

リチウムイオン電池/48
ー
ー

2.454（電動機駆動） 0.805（内燃機関駆動）

4.9 4.9〈5.2〉2 5.2 5.25.0 4.9 4.9〈5.2〉2 5.2 5.0 5.2

185/60R15 84H

油圧式ディスク

ド・ディオン式車軸式 ド・ディオン式車軸式 ド・ディオン式車軸式 車軸式 ド・ディオン式ド・ディオン式 車軸式 ド・ディオン式車軸式 ド・ディオン式車軸式 ド・ディオン式車軸式 車軸式 ド・ディオン式ド・ディオン式 車軸式

トーション・バー式ー トーション・バー式ー トーション・バー式ー ー トーション・バー式ー トーション・バー式ー トーション・バー式ー トーション・バー式ー ー トーション・バー式ートーション・バー式 トーション・バー式

185/60R15 84H〈185/55R16 83V〉2 185/55R16 83V 185/60R16 86H 185/55R16 83V 185/60R15 84H 185/60R15 84H〈185/55R16 83V〉2 185/55R16 83V 185/60R16 86H 185/55R16 83V

アトキンソンサイクル、可変バルブタイミング、アイドリングストップ装置、自動無段変速機（CVT）、電動パワーステアリング

ー
2.526～0.408

ー

4.090
1.725

3.995
1.695

1.485
1.475

5
1.955/1.445/1.260

水冷直列4気筒横置
DOHC　チェーン駆動　吸気2　排気2

13.5
電子制御燃料噴射式（ホンダPGM-FI）

無鉛レギュラーガソリン
40

ラック・ピニオン式（電動パワーステアリング仕様）

油圧式ベンチレーテッドディスク

マクファーソン式

トーション・バー式

2.530

4.090
1.725

3.995
1.695

1.485
1.475

1.515〈1.540〉1

0.135
1,180
1,190

29.4〈28.8〉1

30.2〈29.2〉1

32.4〈31.7〉1

27.4〈27.1〉1
38.6

3.423

1.540〈1.565〉1

0.150
1,250
1,260

25.6〈25.2〉1

24.4〈23.8〉1

28.7〈28.0〉1

24.4〈24.1〉1
30.8

前3.423  後2.533

1.515〈1.540〉1

0.135
1,180
1,200

28.8〈28.6〉1
〈27.4〉2
29.6〈29.1〉1
〈26.9〉2
31.8〈31.6〉1
〈29.8〉2
27.0〈26.0〉2
38.6〈35.0〉2

3.423

1.540〈1.565〉1

0.150
1,260
1,270

25.2〈23.2〉2

23.8〈22.4〉2

28.0〈25.6〉2

24.1〈22.3〉2
30.8〈28.6〉2

前3.423  後2.533

1.540

0.135
1,200
1,200

27.4

26.9

29.8

26.0
35.0

3.423

1.565

0.150
1,270
1,270

23.2

22.4

25.6

22.3
28.6

前3.423 後2.533

0.160
1,200
1,200

27.2

27.0

29.7

25.8
34.6

3.423

1.545〈1.570〉1

1.495
1.485

0.155
1,280
1,280

24.0

22.9

25.6

23.5
29.4

前3.423  後2.533

1.540

0.135
1,200
1,200

27.4

26.9

29.8

26.0
35.0

3.423

1.565

0.150
1,280
1,280

23.2

22.3

25.5

22.3
28.6

前3.423  後2.533

1.515〈1.540〉1

0.135
1,070
1,090

20.4

15.6

21.2

22.9
24.2〈23.4〉1

2.706～1.466
4.992

1.540〈1.565〉1

0.150
1,160
1,160

18.2〈18.0〉1

15.0〈14.8〉1

19.0〈18.8〉1

19.5〈19.1〉1
20.6

2.706～1.346
前5.436 後2.533

1.515〈1.540〉1

0.135
1,090
1,090

20.2〈19.6〉2

15.5〈15.2〉2

21.0〈20.5〉2

22.6〈22.0〉2
22.8〈22.2〉2

2.706～1.466
4.992

1.540

0.135
1,090
1,090

19.6

15.2

20.5

21.9
22.2

2.706～1.466
4.992

1.565

0.150
1,170
1,170

17.0

14.3

18.0

17.9
19.8

2.706～1.346
前5.436 後2.533

0.160
1,100
1,110

19.4

15.1

20.2

21.5
22.2

2.706～1.502
4.992

1.545〈1.570〉1

1.495
1.485

0.155
1,180
1,180

17.4

14.1

18.3

18.7
20.0

2.706～1.378
前5.436 後2.533

1.540

0.135
1,100
1,100

19.6

15.1

20.4

21.9
22.2

2.706～1.466
4.992

1.565

0.150
1,180
1,180

17.0

14.3

17.9

17.8
19.8

2.706～1.346
前5.436 後2.533

1.540〈1.565〉1

0.150
1,160
1,170

18.0〈17.0〉2

14.8〈14.3〉2

18.8〈18.0〉2

19.1〈17.9〉2
20.6〈19.8〉2

2.706～1.346
前5.436 後2.533

燃料消費率（国土交通省審査値）

燃料消費率（国土交通省審査値）

km/L

km/L

電気式無段変速機

FF 4WD
ホンダ・

6AA-GR3☆○
ホンダ・

6AA-GR4☆○

FF 4WD
ホンダ・

6AA-GR3☆○
ホンダ・

6AA-GR4☆○

FF 4WD
ホンダ・

6AA-GR6☆○
ホンダ・

6AA-GR8☆○

FF 4WD
ホンダ・

6AA-GR3☆○
ホンダ・

6AA-GR4☆○

FF 4WD
ホンダ・

6BA-GR1★
ホンダ・
6BA-GR2

FF 4WD
ホンダ・

6BA-GR1★
ホンダ・
6BA-GR2

FF 4WD
ホンダ・

6BA-GR1★
ホンダ・
6BA-GR2

FF 4WD
ホンダ・

6BA-GR5★
ホンダ・
6BA-GR7

FF 4WD
ホンダ・

6BA-GR1★
ホンダ・
6BA-GR2

3.995
1.695

1.485
1.475

全長（ｍ）  
全幅（ｍ）  
全高（ｍ）  
ホイールベース（ｍ）  

トレッド（ｍ） 
最低地上高（ｍ）  

車両重量（kg）  
 　最大車両重量（kg）※
乗車定員（名）  
客室内寸法（ｍ） 　長さ/幅/高さ  

前
後

〈 〉1内はメーカーオプションの「Honda CONNECT for Gathers＋ナビ装着用スペシャルパッケージ」または「ルーフレール」装着車。 〈 〉2内はメーカーオプションの「Honda CONNECT for Gathers＋ナビ装着用スペシャルパッケージ」および「16インチアルミホイー
ル」装着車。 ※ メーカーオプションを組み合わせて装着した場合の最大車両重量です。 ■燃料消費率は定められた試験条件での値です。お客様の使用環境（気象、渋滞等）や運転方法（急発進、エアコン使用等）に応じて燃料消費率は異なります。 ■WLTCモード：市街
地、郊外、高速道路の各走行モードを平均的な使用時間配分で構成した国際的な走行モード。市街地モード：信号や渋滞等の影響を受ける比較的低速な走行を想定。郊外モード：信号や渋滞等の影響をあまり受けない走行を想定。高速道路モード：高速道路等での走行を
想定。☆印の車両は、自動車重量税、自動車税、★印の車両は、自動車重量税の軽減措置が受けられます。（重量税は2021年4月30日までの新車登録が対象。自動車税は2021年3月31日までの新車登録が対象となり、新車登録の翌年度に軽減措置が受けられます。）

また、○印の車両は、環境性能割が非課税となり、2021年3月31日までの新車登録が対象となります。 ■主要諸元は道路運送車両法による型式指定申請書数値。 ■FIT、HOME、NESS、CROSSTAR、LUXE、エコアシスト、Honda SENSING、INTER NAVI SYSTEM、
LKAS、PGM-FI、プライムスムース＼Prime Smooth、VSA、VTECは本田技研工業株式会社の商標です。 ■Bluetooth®は米国Bluetooth SIG, Inc.の登録商標です。 ■HDMI®、HDMI®ロゴおよびHigh-Definition Multimedia Interfaceは、米国およびその他の国々
におけるHDMI Licensing, LLCの商標または登録商標です。 ■VICSは（財）道路交通情報通信システムセンターの登録商標です。 ■プラズマクラスターマークおよびプラズマクラスター、 Plasmaclusterは、シャープ株式会社の商標です。 ■“Qi”および   マークはワイ
ヤレスパワーコンソーシアム（WPC）の商標です。 ■製造事業者:本田技研工業株式会社

全タイプ

「平成30年
排出ガス基準75%低減レベル」認定車「2020年度燃費基準達成車」

ガソリン車（FF）
e:HEV（FF）
e:HEV BASIC（4WD）
e:HEV HOME（4WD）＊

「2020年度燃費基準＋40%達成車」「2020年度燃費基準＋50%達成車」

e:HEV NESS（4WD）
e:HEV CROSSTAR（4WD）
e:HEV LUXE（4WD）

※このラベルはフロン法に基
づく指定製品に使用されてい
る冷媒フロンの環境影響度と
して用いられている地球温暖
化係数（GWP）について、定め
られた目標への達成度を表し
たものです。2023年 1

型式
総排気量（L）
駆動方式
変速機

参考

適合規制・認定レベル
試験モード

認定基準値
（単位： g/ｋｍ）

参考

種類/GWP値＊3
使用量

鉛  
水銀  
六価クロム  
カドミウム
樹脂、ゴム部品への材料表示
リサイクルし易い材料＊7を使用した部品
再生材を使用している部品
リサイクル可能率
グリーン購入法適合状況

燃費（ｋｍ/L）
CO2排出量(g/ｋｍ)
〈燃費からの換算値〉

燃費（ｋｍ/L）＊2
市街地モード（WLTC-L）
郊外モード（WLTC-M）
高速道路モード（WLTC-H）
CO2排出量(g/ｋｍ)
〈燃費からの換算値〉

 CO
 NMHC
 NOx

基
礎
情
報

環
境
性
能
情
報

環
境
へ
の
取
り
組
み

九都県市指定低公害車の基準に適合（平成30年基準） 九都県市指定低公害車の基準に適合（平成21年基準）

平成30年排出ガス基準75％低減
WLTCモード
1.15 
0.025
0.013

平成28年騒音規制規制値：加速走行70dB（A）
HFO-1234yf/1＊4
HEV:420g, PET:370g

自工会目標達成（厚生労働省室内濃度指針値以下）
自工会2006年目標達成（1996年使用量＊5の1/10）
自工会目標達成(2005年1月以降使用禁止＊6)
自工会目標達成（2008年1月以降使用禁止）
自工会目標達成（2007年1月以降使用禁止）

100g以上の樹脂部品全て
ウインドウモール類、バンパーフェースなどの内外装部品

―
車全体で95％以上＊8
グリーン購入法適合車

38.6

60.1

28.8

80.6

LEB-H5
1.496

ー

6AA-GR6 6BA-GR26BA-GR56BA-GR16AA-GR4 6AA-GR8

29.4

79.0

24.0
22.9
25.6
23.5

96.7

6AA-GR3

2020年度燃費基準＋50％達成車 2020年度燃費基準達成車2020年度燃費基準
＋40%達成車

平成27年度燃費基準
＋10%達成車

平成27年度燃費基準
＋5%達成車

29.4
30.2
32.4
27.4

79.0

28.6
29.1
31.6

81.2

29.2
31.7
27.1

29.6
31.8
27.0

35.0

66.3

27.4
26.9
29.8
26.0

84.7

25.2
23.8
28.0
24.1

92.1

25.6
24.4
28.7
24.4

90.7

34.6

67.1

27.2
27.0
29.7
25.8

85.4

30.8

75.4

20.6

112.7

28.6

81.2

22.3
25.5

22.4
25.6

23.2

22.3

100.1

22.8

101.8

20.2
15.5
21.0
22.6

114.9

23.4

99.2

24.2

95.9

19.4

20.2
21.5

119.7

6BA-GR7

20.0

116.1

17.4
14.1
18.3
18.7

133.4

19.8

117.3

17.0
14.3

136.6

18.0
17.9

17.9
17.8

18.0
14.8
18.8
19.1

129.0

18.2
15.0
19.0
19.5

127.6

19.6

118.5

20.4
22.0

15.2
20.5

22.2

104.6

21.9

15.1

＊1 燃料消費率は定められた試験条件での値です。お客様の使用環境（気象、渋滞等）や運転方法（急発進、エアコン使用等）に応じて燃料消費率は異なります。 ＊2 WLTCモード：市街地、郊外、高速道路の各走行モードを平均的な使用時間配分で構成した国際
的な走行モード。市街地モード：信号や渋滞等の影響を受ける比較的低速な走行を想定。郊外モード：信号や渋滞等の影響をあまり受けない走行を想定。高速道路モード：高速道路等での走行を想定。 ＊3 GWP：Global Warming Potential（地球温暖化係数）
＊4 フロン法において、カーエアコン冷媒は、2023年度までにGWP150以下（対象の乗用車における国内向け年間出荷台数の加重平均値）にすることを求められております。 ＊5 1996年乗用車の業界平均使用量は1850ｇ（バッテリーを除く）。 ＊6 交通安全
上必須な部品の極微量使用を除外。 ＊7 ポリプロピレン、ポリエチレンなどの熱可塑性プラスチック。 ＊8 「新型車のリサイクル可能率の定義と算出方法のガイドライン（1998年 自工会）」に基づき算出。 ※ この環境仕様書は2020年2月現在のものです。

車両型式

原動機

駆動装置

燃料消費率＊1

排出ガス

適合騒音規制レベル

エアコン冷媒

車室内VOC

環境負荷
物質削減

リサイクル

その他

CVT

20.4
15.6
21.2
22.9

113.8

4WDFF 4WDFF

L13B
1.317

＊メーカーオプションの「16インチアルミホイール」装着車は、
2020年度燃費基準＋40％達成車となります。
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